
●中山競馬場　4月23日(火) 　●騎乗供覧開始　午前9時

●売却開始　午後1時
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ＪＲＡ育成馬をご購買いただく前に

この冊子には、上場いたします全育成馬の飼養管理から医療

情報までの広範にわたる個体情報を開示しております。皆様の

ご購買とその後のスムーズな管理・調教の参考にしていただけ

れば幸いです。

上場馬は全馬、ＪＲＡとしては現時点において今後の調教お

よび出走に耐えうると判断した馬でございます。皆様に競走馬

所有の楽しみと感動をもたらしてくれるものと期待しております。

一方、競走馬の管理は大きなリスクを伴うものでございます。

セール当日は本冊子に関する皆様の疑問等にお答えすべく、中

山競馬場 装鞍所内の個体情報開示室に必要な説明資料を取り揃

え、獣医職員を配置しております。

どうぞ十分に吟味していただき、納得いただいた上でご購買

いただきますようお願い申し上げます。

ＪＲＡ日本中央競馬会
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公表事項（欠場馬を除く）

上場番号14番 ホワイトトルネードの11 旋回癖

上場番号47番 マチカネアオイの11 ゆう癖

上場番号58番 エイシンサイレンスの11 さく癖

悪　　　癖

※公表事項は平成25年4月16日現在のものです。
　最新情報は台付け価格表をごらんください。
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15
16
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25
26
27
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30
31
32
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41

バクシンスクリーンの11
ラストローレンの11
フレンドリータッチの11
フジティアスの11
ワンモアベイビーの11
ビューティコマンダの11
キセキスティールの11
エポックサクラの11
クレバーマリリンの11
シアトリカルポーズの11
ドラールフォンテンの11
シーソングの11
タイキシャインの11
ホワイトトルネードの11
キャットアリの11
ケイアイリュージンの11
サンセットムーンの11
マヤノビジューの11
グランドアピアの11
オマイタの11
オテンバコマチの11
ダノンクラフトの11
レディストロベリーの11
メダイユドールの11
レディマハロの11
ジルニーナの11
クインオブオールディーの11
ホッカイラヴの11
マイネレーヌの11
アイビスティアラの11
キャニオンリリーの11
ピアノリサイタルの11
フェレットの11
ディマーの11
コロナガールの11
ブライアンズソノの11
グランドホイッスルの11
グラスレビンの11
エンゼルアーチの11
レイナフェリスの11
カリカーの11
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11号
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６号

17号

１号

11号
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２号
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17号

７号

７号

２号

11号

12号

アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
ディープスカイ
アドマイヤムーン
ステイゴールド
バゴ
ヨハネスブルグ
フジキセキ
タイキシャトル
ディープスカイ
ステイゴールド
ケイムホーム
キャプテンスティーヴ
ヨハネスブルグ
アルデバラン
バゴ
ディープスカイ
サクラバクシンオー
オレハマッテルゼ
マツリダゴッホ
バゴ
オペラハウス
ハーツクライ
ヨハネスブルグ
ヨハネスブルグ
ダイワメジャー
バゴ
サウスヴィグラス
デュランダル
エイシンデピュティ
パイロ
ヨハネスブルグ
ゴールドアリュール
アルデバラン
カリズマティック

アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
ディープスカイ
アドマイヤムーン
ステイゴールド
バゴ
ヨハネスブルグ
フジキセキ
タイキシャトル
ディープスカイ
ステイゴールド
ケイムホーム
キャプテンスティーヴ
ヨハネスブルグ
アルデバラン
バゴ
ディープスカイ
サクラバクシンオー
オレハマッテルゼ
マツリダゴッホ
バゴ
オペラハウス
ハーツクライ
ヨハネスブルグ
ヨハネスブルグ
ダイワメジャー
バゴ
サウスヴィグラス
デュランダル
エイシンデピュティ
パイロ
ヨハネスブルグ
ゴールドアリュール
アルデバラン
カリズマティック

日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
宮崎
宮崎
宮崎
日高
日高
日高
日高
宮崎
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宮崎
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
宮崎
宮崎
宮崎
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
宮崎
宮崎
宮崎

ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
525.0
525.0
735.0
367.5
840.0
1,680.0
1,050.0
1,260.0
840.0
399.0
210.0
840.0
630.0
1,753.5
840.0
630.0
315.0
745.5
420.0
315.0
745.5
315.0
630.0
525.0
315.0
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493.5
840.0
735.0
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945.0
315.0
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パディントンの11
クレバージーンの11
パシティアの11
グロリアスバラッドの11
ボンビバンの11
マチカネアオイの11
フジノバイオレットの11
ウエスタンバスターの11
アラマサスナイパーの11
エイシンパンドラの11
マイアタックレディの11
クラシックチュチュの11
カメレオンの11
マチカネフウリンの11
ピサノボニータの11
マヤノラトゥールの11
エイシンサイレンスの11
スマイルビジンの11
ボストンパールの11
クリックストリームの11
ビクトリアスズランの11
サイレントビーナスの11
ビッグキャンドルの11
アポインテッドラブの11
ウインゼフィールの11
ヒミノオトヒメの11
ハートフルビコーの11
ミスアリバイの11
ルシエルの11
ジョーベアトリチェの11
ドリームエンブレムの11
プレインエンジェルの11
モンテドーターの11
ホッカイカレンの11
エンジェルステージの11
イナズマローレルの11
ラインクリスタルの11
ガクエングレイスの11
オンワードシルフィの11
シルバーインゴットの11
プリンセスヴェールの11

牡
牡
牡
牡
牡
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めす
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２号

３号

３号

17号

８号

18号

８号

10号

３号

12号

18号

10号

３号

５号

12号

５号

バゴ
パイロ
ステイゴールド
ワイルドラッシュ
マンハッタンカフェ
ヴィクトリー
サウスヴィグラス
ブラックタイド
バゴ
ダンスインザダーク
ワイルドラッシュ
ブライアンズタイム
バゴ
クロフネ
ホワイトマズル
ストラヴィンスキー
マイネルラヴ
クロフネ
ブラックタイド
カンパニー
チチカステナンゴ
カンパニー
ダンスインザダーク
マツリダゴッホ
シンボリクリスエス
アドマイヤジャパン
ブラックタイド
ゼンノロブロイ
シンボリクリスエス
ボストンハーバー
ハーツクライ
アドマイヤジャパン
ダンスインザダーク
ケイムホーム
ブラックタイド
アルデバラン
アグネスデジタル
チチカステナンゴ
ケイムホーム
アドマイヤジャパン
オペラハウス

バゴ
パイロ
ステイゴールド
ワイルドラッシュ
マンハッタンカフェ
ヴィクトリー
サウスヴィグラス
ブラックタイド
バゴ
ダンスインザダーク
ワイルドラッシュ
ブライアンズタイム
バゴ
クロフネ
ホワイトマズル
ストラヴィンスキー
マイネルラヴ
クロフネ
ブラックタイド
カンパニー
チチカステナンゴ
カンパニー
ダンスインザダーク
マツリダゴッホ
シンボリクリスエス
アドマイヤジャパン
ブラックタイド
ゼンノロブロイ
シンボリクリスエス
ボストンハーバー
ハーツクライ
アドマイヤジャパン
ダンスインザダーク
ケイムホーム
ブラックタイド
アルデバラン
アグネスデジタル
チチカステナンゴ
ケイムホーム
アドマイヤジャパン
オペラハウス

日高
日高
日高
日高
日高
日高
宮崎
宮崎
日高
日高
日高
日高
宮崎
宮崎
日高
日高
日高
日高
日高
日高
宮崎
宮崎
宮崎
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
宮崎
宮崎
日高
日高
日高
日高
日高

735.0
525.0
840.0
577.5
651.0
525.0
525.0
430.5
367.5
315.0
315.0
630.0
262.5
693.0
367.5
210.0
315.0
525.0
483.0
798.0
829.5
420.0
420.0
315.0
630.0
262.5
640.5
420.0
525.0
525.0
630.0
210.0
756.0
525.0
420.0
1,081.5
735.0
315.0
693.0
210.0
430.5

欠　場

欠　場

欠　場

欠　場
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上 場 候 補 馬 一 覧

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41

バクシンスクリーンの11
ラストローレンの11
フレンドリータッチの11
フジティアスの11
ワンモアベイビーの11
ビューティコマンダの11
キセキスティールの11
エポックサクラの11
クレバーマリリンの11
シアトリカルポーズの11
ドラールフォンテンの11
シーソングの11
タイキシャインの11
ホワイトトルネードの11
キャットアリの11
ケイアイリュージンの11
サンセットムーンの11
マヤノビジューの11
グランドアピアの11
オマイタの11
オテンバコマチの11
ダノンクラフトの11
レディストロベリーの11
メダイユドールの11
レディマハロの11
ジルニーナの11
クインオブオールディーの11
ホッカイラヴの11
マイネレーヌの11
アイビスティアラの11
キャニオンリリーの11
ピアノリサイタルの11
フェレットの11
ディマーの11
コロナガールの11
ブライアンズソノの11
グランドホイッスルの11
グラスレビンの11
エンゼルアーチの11
レイナフェリスの11
カリカーの11

牡
牡
牡
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
牡
牡
牡
牡
牡
牡

鹿
栗
鹿
鹿
栗
黒鹿
鹿
芦
栗
黒鹿
青鹿
黒鹿
黒鹿
栗
栗
栗
黒鹿
黒鹿
栗
栗
栗
黒鹿
鹿
栗
栗
鹿
黒鹿
栗
黒鹿
鹿
栗
栗
鹿
栗
栗
鹿
鹿
鹿
栗
鹿
栗

１号

６号

17号

１号

11号

１号

２号

７号

17号

７号

７号

２号

11号

12号

１号

６号

17号

１号

11号

１号

２号

７号

17号

７号

７号

２号

11号

12号

アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
ディープスカイ
アドマイヤムーン
ステイゴールド
バゴ
ヨハネスブルグ
フジキセキ
タイキシャトル
ディープスカイ
ステイゴールド
ケイムホーム
キャプテンスティーヴ
ヨハネスブルグ
アルデバラン
バゴ
ディープスカイ
サクラバクシンオー
オレハマッテルゼ
マツリダゴッホ
バゴ
オペラハウス
ハーツクライ
ヨハネスブルグ
ヨハネスブルグ
ダイワメジャー
バゴ
サウスヴィグラス
デュランダル
エイシンデピュティ
パイロ
ヨハネスブルグ
ゴールドアリュール
アルデバラン
カリズマティック

アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
アルデバラン
ディープスカイ
アドマイヤムーン
ステイゴールド
バゴ
ヨハネスブルグ
フジキセキ
タイキシャトル
ディープスカイ
ステイゴールド
ケイムホーム
キャプテンスティーヴ
ヨハネスブルグ
アルデバラン
バゴ
ディープスカイ
サクラバクシンオー
オレハマッテルゼ
マツリダゴッホ
バゴ
オペラハウス
ハーツクライ
ヨハネスブルグ
ヨハネスブルグ
ダイワメジャー
バゴ
サウスヴィグラス
デュランダル
エイシンデピュティ
パイロ
ヨハネスブルグ
ゴールドアリュール
アルデバラン
カリズマティック

日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
宮崎
宮崎
宮崎
日高
日高
日高
日高
宮崎
宮崎
宮崎
宮崎
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
宮崎
宮崎
宮崎
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
日高
宮崎
宮崎
宮崎

ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
ホームブレッド
525.0
525.0
735.0
367.5
840.0
1,680.0
1,050.0
1,260.0
840.0
399.0
210.0
840.0
630.0
1,753.5
840.0
630.0
315.0
745.5
420.0
315.0
745.5
315.0
630.0
525.0
315.0
315.0
315.0
493.5
840.0
735.0
367.5
945.0
315.0

42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82

パディントンの11
クレバージーンの11
パシティアの11
グロリアスバラッドの11
ボンビバンの11
マチカネアオイの11
フジノバイオレットの11
ウエスタンバスターの11
アラマサスナイパーの11
エイシンパンドラの11
マイアタックレディの11
クラシックチュチュの11
カメレオンの11
マチカネフウリンの11
ピサノボニータの11
マヤノラトゥールの11
エイシンサイレンスの11
スマイルビジンの11
ボストンパールの11
クリックストリームの11
ビクトリアスズランの11
サイレントビーナスの11
ビッグキャンドルの11
アポインテッドラブの11
ウインゼフィールの11
ヒミノオトヒメの11
ハートフルビコーの11
ミスアリバイの11
ルシエルの11
ジョーベアトリチェの11
ドリームエンブレムの11
プレインエンジェルの11
モンテドーターの11
ホッカイカレンの11
エンジェルステージの11
イナズマローレルの11
ラインクリスタルの11
ガクエングレイスの11
オンワードシルフィの11
シルバーインゴットの11
プリンセスヴェールの11

牡
牡
牡
牡
牡
牡
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
牡
牡
牡
牡
めす
めす
めす
めす
めす
めす
めす
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡
牡

黒鹿
栗
鹿
栗
黒鹿
鹿
鹿
黒鹿
黒鹿
黒鹿
鹿
黒鹿
鹿
栗
黒鹿
鹿
青鹿
芦
鹿
栗
芦
栗
鹿
鹿
鹿
青
鹿
鹿
鹿
栗
黒鹿
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牡 ・ 栗

月　日 歴病日1月9年2102

JRA育成馬の11 　父　ヨハネスブルグ1

入厩日

12年

13年

9月25日

154.0 158.5

171.5 184.5 4月16日

測　尺 左前内側管骨瘤（既往・X線画像あり）

体　高

胸　囲

馴致開始日

右前球節部挫創痕（写真あり）

12月末日　→　4月1日

2012年9月15日 ３

18.9 19.6

421 483 馬装具

装　蹄

その他

ゲート

管　囲

）き抜中（下鞍殊特重　体

目標クリア

ゆう癖

両前エッグバー・両後エクイロックス

意注射注・睾陰右癖　悪

１

２

４

５

６

坂：屋内坂路馬場を使用最近の調教概況

　　育成場からのコメント

父は史上2頭目となる欧・米2歳牡馬チャンピオンに輝いた本邦新種牡馬。母は2勝馬で兄姉も
堅実に活躍。本馬は十分な骨量とバランスのとれた良質な筋肉をもつ。騎乗馴致では繊細で気
難しい面もみせていたので、時間をかけて丁寧に馴致した。

７

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3200 2000 1200＋坂2000 1200＋坂1000 1200＋坂2000 2400

4.41-3.41坂ムイタ

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2800 2400 2800 2800 2400 2400

9.31-6.51ムイタ

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2400 2000 2400 2400 2400 2400

3.31-4.517.21-7.31ムイタ

月日 4/8 4/9 4/10 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2000 2000 2000 2400 2400 2400

タイム 13.8-12.6

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

MC 39211800000 ××××

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

８

左ページの解説

①　ゲート目標の達成状況（解説は8～9ページを参照下さい）
目標：前扉を閉めた状態で入れて、

後ろ扉を閉めて駐立し、常歩で出ること。

②　さく癖、ゆう癖、旋回癖などの悪癖

③　育成期間中に発症し、休養を要した疾病、ならびに

検査により確認した特筆すべき疾病

④　現在装着している特殊馬装具（特殊ハミ、鞍下など）

⑤　装蹄療法として使用している特殊な蹄鉄

⑥　馬の取り扱いに関する注意事項やその他の特記事項

⑦　育成担当者からのコメント

⑧　マイクロチップ（ＭＣ）番号

※③に（Ｘ線画像あり・写真あり）と記載されている疾病については個体
情報開示室で閲覧が可能です。
なお、全馬の前肢球節部・飛節部のＸ線画像、内視鏡像及び前肢屈腱部
エコー画像等もご覧いただけます。

個 体 情 報 の 見 方 (左ページ)
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購買時 735 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※
LH DDSP AE ELE その他

11月1日 Ⅰ 2 0 0

騎乗供覧タイム
１

11月1日 Ⅰ 2 0 0
3月15日 Ⅰ 3 0 0

ノド

(内視鏡)

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月1日 両前肢

評価

屈腱

異常なし

２

化骨評価 A

（エコー） 特記事項

３

５

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

前肢 　0　/　0 　0　/　0

４

490

510
体重の推移

430

450

470

10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15 4/15

日高・宮崎育成牧場

10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15 4/15

右ページの解説

①　ノドの内視鏡検査所見
（解説は10～11ページを参照下さい）

②　屈腱部のエコー検査所見
２歳春（２～３月）に両前肢の毛を刈っ
たうえで検査を行いました。
屈腱部６ヵ所（１Ａ～３Ｂ：右図参照）の
横断像を観察し、その評価を記載しました。

③　化骨評価
腕節部の骨端線の化骨評価をグレードＡ～Ｃで示しています。
グレードＡ：骨端線が完全に閉鎖 
グレードＢ：骨端線中央部が閉鎖
グレードＣ：骨端線が残る

※検査時の各馬の月齢をあわせて示しています。
※標準的なサラブレッドでは
25ヵ月齢で骨端線が完全に閉鎖するとされています。

④　種子骨評価
前肢球節部の種子骨（計４個）の評価をグレード０～３で示しています。
グレード０：骨に異常形成された線状陰影を有さず、辺縁の輪郭も

概ね正常
グレード１：線状陰影を１～２本有する
グレード２：線状陰影を３本以上有する、もしくは辺縁の輪郭が不整
グレード３：線状陰影を多数有し、骨の輪郭が不規則

もしくは骨嚢胞を有する

⑤　馬体の写真（撮影時期：２～３月）

←－１Ａ

←－１Ｂ

←－２Ａ

←－２Ｂ

←－３Ａ

←－３Ｂ

競走馬の
下肢部

個 体 情 報 の 見 方（右ページ）
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ＪＲＡ育成馬のゲート目標について

ＪＲＡ育成馬に対するゲート馴致は、騎乗馴致と平行して実施し、馬に理
解をさせながら、恐怖心を与えることなく、時間をかけて実施しております。
設定された最終段階（ゲート目標クリア）まで、ほとんどすべての馬が到
達していますが、各馬の状況については、セール当日・前日に配布いたしま
す個体情報冊子の個別ページご参照ください。

○第１段階：ゲートに対する馴致
ゲートが安心できる場所であることを馬に学習させるために、ゲートは日
常の運動中に身近に見える場所に設置します。引き馬・ドライビングの段階
での通過、騎乗して幅の広い練習用ゲートの通過から、徐々に競馬で使用す
るのと同じ幅のゲート通過に馴らし、毎日の調教時に通過します。

引き馬やドライビングの段階から、
十分ゲートを通過させ、恐怖心を
取り除くようにします。

○第２段階：ゲートでの駐立と扉の閉鎖
次に、ゲートの扉を開いた状態で駐立することに馴らします。その後は前
扉が開いた状態で駐立させ、後躯を十分にパッティングしてから後ろ扉を閉
めます。この時に馬が落ち着いているようであれば、騎乗者の扶助で少し後
退させて、後ろ扉に臀部が触れることを経験させます。最後に前扉を閉めて
最終的なゲート内での駐立に馴らします。

○最終段階：ゲート目標クリア
前後の扉を閉鎖しても馬がリラックスした状態で駐立できたら、以下の手
順でゲート試験（発進馴致の確認）を行います。この試験は12月以降に実施
し、３月にも再確認試験を行い、「ゲート目標クリア」としています。

ゲート試験（目標クリア）の手順

１）前扉を閉め、騎乗した状態でゲートに入れる

２）後ろ扉を閉める　
３）ゲート内でおとなしく10秒程度駐立させる

４）前扉を開け、騎乗者の扶助により常歩で発進する

ＪＲＡではジャンプアウトまでの馴致は行っていませんが、ゲートの前扉
が開くとともに、騎乗者の扶助により常歩でスムーズに出ることができると
ころまで練習しています。

目標達成後も毎日、扉のないゲートを落ちついた状態で常歩通過していま
す。このような状態でトレセンにバトンタッチできるよう心掛けています。
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ノドの内視鏡検査における各項目の評価をグレード０～３（喉頭片麻痺につ
いてはⅠ～Ⅳ）で示しています。
グレード０（喉頭片麻痺についてはⅠ）が正常な状態です。

○喉頭片麻痺（LH）
グレードⅠ．左右の披裂軟骨の動きが常に同調かつ対称であり、完全外転

が獲得・維持されうる。
グレードⅡ．披裂軟骨の動きが非同調で、かつ喉頭が左右不対称な状態を

示すこともあるが、披裂軟骨の完全外転は獲得・維持されう
る。

グレードⅢ．披裂軟骨の動きが非同調で、喉頭が左右不対称である。
披裂軟骨の完全外転は獲得・維持されない。

グレードⅣ．披裂軟骨と声帯ヒダは動かない。
※本年からLHのグレード表記を変更しております。Havemeyer endscopic laryngeal grading system 
（Dixon et al. 2003）　本年の表記Ⅰ＝昨年までの表記０、Ⅱ＝１、Ⅲ＝２、Ⅳ＝３

○軟口蓋背方変位（DDSP）
グレード０：嚥下を促しても発症しない
グレード１：嚥下により発症するが、続く嚥下１回で復する
グレード２：嚥下により発症するが、続く嚥下２回以上で復する
グレード３：嚥下を伴わなくても容易に発症する

○喉頭蓋の異常（AE）
グレード０：喉頭蓋背面上の凸部、辺縁の皺が明瞭
グレード１：喉頭蓋背面上の凸部が不明瞭
グレード２：喉頭蓋背面上の凸部および辺縁の皺が不明瞭
グレード３：喉頭蓋が非常に薄いあるいは小さい

○喉頭蓋の挙上（ELE）
グレード０：挙上がなく、気道の観察可能範囲が２／３以上
グレード１：挙上がわずかにあり、気道の観察可能範囲が２／３～１／２
グレード２：挙上があり、気道の観察可能範囲が１／２～１／３
グレード３：挙上があり、気道の観察可能範囲が１／３以下

ノドの内視鏡検査　解説

呼吸時の上気道



− 11 −

披裂軟骨

喉頭蓋

軟口蓋

●

●

●●

ノドの内視鏡像

●

鼻腔
●

軟口蓋

●

披裂軟骨

●

喉頭蓋

●

気管

ノドの内視鏡検査における各項目の評価をグレード０～３（喉頭片麻痺につ
いてはⅠ～Ⅳ）で示しています。
グレード０（喉頭片麻痺についてはⅠ）が正常な状態です。

○喉頭片麻痺（LH）
グレードⅠ．左右の披裂軟骨の動きが常に同調かつ対称であり、完全外転

が獲得・維持されうる。
グレードⅡ．披裂軟骨の動きが非同調で、かつ喉頭が左右不対称な状態を

示すこともあるが、披裂軟骨の完全外転は獲得・維持されう
る。

グレードⅢ．披裂軟骨の動きが非同調で、喉頭が左右不対称である。
披裂軟骨の完全外転は獲得・維持されない。

グレードⅣ．披裂軟骨と声帯ヒダは動かない。
※本年からLHのグレード表記を変更しております。Havemeyer endscopic laryngeal grading system 
（Dixon et al. 2003）　本年の表記Ⅰ＝昨年までの表記０、Ⅱ＝１、Ⅲ＝２、Ⅳ＝３

○軟口蓋背方変位（DDSP）
グレード０：嚥下を促しても発症しない
グレード１：嚥下により発症するが、続く嚥下１回で復する
グレード２：嚥下により発症するが、続く嚥下２回以上で復する
グレード３：嚥下を伴わなくても容易に発症する

○喉頭蓋の異常（AE）
グレード０：喉頭蓋背面上の凸部、辺縁の皺が明瞭
グレード１：喉頭蓋背面上の凸部が不明瞭
グレード２：喉頭蓋背面上の凸部および辺縁の皺が不明瞭
グレード３：喉頭蓋が非常に薄いあるいは小さい

○喉頭蓋の挙上（ELE）
グレード０：挙上がなく、気道の観察可能範囲が２／３以上
グレード１：挙上がわずかにあり、気道の観察可能範囲が２／３～１／２
グレード２：挙上があり、気道の観察可能範囲が１／２～１／３
グレード３：挙上があり、気道の観察可能範囲が１／３以下

ノドの内視鏡検査　解説

呼吸時の上気道



− 12 −

日高育成牧場
○日高育成牧場の多様な調教施設（800m屋内トラック、屋内坂路馬場、
1,600mダートトラック）を使い分ける。
・スピード調教開始前に十分な基礎体力を養成するために、800m屋内
トラックを用いて長い距離の有酸素トレーニングを行う。
・屋外の1,600mダートトラックが使用可能となる前に、1,000mの屋内
坂路馬場を活用し、スピード調教を行う。
・1,600mダートトラックで最終的なスピード調教を行う。
・早い時期の出走を念頭におき、3ハロン以上の長めのスピード調教を
実施する。

○常に馬を「ハッピーでフレッシュ」に保つことに留意して調教を進め
る。
○良好なハミ受けを作るとともに、調教時の隊列を変化させることで競
馬での位置取りに自在性のある馬を育てる。
○常歩はバイタルウォーク（全身を使った闊達な常歩）を行う。
○騎乗調教に加え、ウォーキングマシンを活用して常歩での運動量を増
やす。

宮崎育成牧場
○調教は、メニューが単調にならないような工夫をし、常に馬が走りた
い気持ちを維持できるよう心がける。
○温暖で恵まれた気候条件を生かし、馬体の発育に応じて冬場の乗り込
みを十分に行う。
○調教では隊列を使い分ける。
・初期には、落ち着かせるために集団または併走。力を付けていく段
階では、馬に我慢を教えるために縦列。スピードを課していく段階
では、競い合う気持ちを培わせるため併走。
・縦列調教では馬の後ろで走りたい気持ちを我慢させるとともにキッ
クバックに慣れさせ、推進力をためて走るキャンターを行うなかで、
従順性を養う。
・スピード調教時には、馬の個性に応じて併走方法を工夫する。
○3Fから4Fの距離を徐々に速く走れるようにし、3FをF14程度のペース
で連続して走れることを、順調な馬の到達目標とする。
○調教後はエバー豊富な青草がある放牧地を利用したピッキングを行う。
○人が手をかけること（秋口から早めに馬服を着せ、必要に応じてクリ
ッピングを行うなど）ことで、皮膚を薄く保つ。

ＪＲＡ育成馬　育成調教方針

○人馬の信頼関係を築き、取り扱いやすくマナーのよい馬に躾ける。

○血統、発育状況、痼疾、性差等を考慮して、馴致開始時期や運動量を
個体別に決定する。なお馴致開始前には、口腔内のチェックと狼歯の
抜歯を実施する。

○競走馬として早期の出走を念頭に置き、馬体の発育に応じて調教を進
め、持久力・スピードの養成に努める。育成研究の一環として、科学
的手法を取り入れたトレーニング方法に取り組む。

○測尺値やボディコンディションスコア（外貌からみた馬体の脂肪のつ
き方を数値化したもの）を参考として馬体の成長を把握し、運動内容
と飼料給与量を調整することで、各馬本来の発育を促す。

○ゲート馴致は騎乗馴致と平行して実施し、馬に理解をさせながら恐怖
感を与えることなく時間をかける。

○セールの騎乗供覧では、単走で最終2ハロンをF13-13秒の走行を目安と
する。

○定期的に装蹄判断を実施し、肢勢に適合した装削蹄を行う。また、適
切な時期に蹄鉄を装着し、セールには四肢を装蹄して臨む。

○育成馬の取扱い、騎乗馴致・調教、飼養管理指針の充実をはかり、技
術普及に役立てる。

○馬の手入れ、牧野管理、場内美化を徹底する。
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飼料給与状況（日高育成牧場）

※すべて1日量

燕麦
（Kg）年　月 乾草

（Kg） 備考JRAオリジナル
飼料（Kg）

ルーサン
（Kg）

可消化
エネルギー
（Mcal）

濃厚飼料

７月

８月

９月

上旬

下旬

上旬

下旬

上旬

下旬

上旬

下旬

上旬

下旬

上旬

下旬

４月

12年

10月

11月

12月

13年

１月

２月

３月

飼料給与状況（宮崎育成牧場）

※すべて1日量

年　月 生牧草
（Kg）

乾草
（Kg）

人参
（Kg） 備考

パワーマック
スブースター
（Kg）

エースレー
ションネオ
（Kg）

燕麦
（Kg）

可消化
エネルギー
（Mcal）

濃厚飼料

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

４月

12年

13年

  1.0 4.8 1.0  昼夜放牧

  1.0 4.8 1.0  昼夜放牧

 1.0 2.0 14.1 3.0  昼間放牧、一部昼夜放牧

 1.0 2.0 17.5 5.0  

 1.0 2.5 19.0 5.0  

 1.0 3.0 20.6 5.0  夜飼給与開始

 1.0 3.5 22.1 5.0  

 1.0 3.5 23.9 5.0 1.0

 1.0 4.0 25.5 5.0 1.0

 1.0 4.0 26.3 5.5 1.0

 1.0 4.0 26.3 5.5 1.0

 1.0 4.0 26.3 5.5 1.0

 1.0 4.0 26.3 5.5 1.0

 1.0 4.0 28.1 5.5 2.0

 1.0 4.5 29.6 5.5 2.0

 1.0 4.5 29.6 5.5 2.0

 1.0 1.0 1.0 0 8.9 5.0 － 昼夜放牧

 1.0 1.5 1.5 0 11.8 5.0 － 昼夜放牧

 1.5 1.5 1.5 0 13.3 5.0 1 昼夜放牧

 2.0 2.0 1.5 0.5 16.2 5.0 1 昼間放牧

 2.0 2.0 2.0 0.5 17.9 5.0 1.0 昼間放牧

 2.0 2.0 0.0 0.5 11.0 5.0 0.0 昼間放牧　昼飼給与開始

 2.0 2.0 2.5 0.5 19.6 5.0 1.0

 2.0 2.0 3.0 0.5 21.4 5.0 1.5

 2.0 2.0 3.0 0.5 21.4 5.0 2.0

 2.0 2.0 3.0 0.5 21.4 5.0 2.0

☆飼料解説
エースレーションネオ ： 競走馬・育成馬用のペレット状配合飼料。  
ファイバーレーシング ： 植物性脂肪を多く含むスイートフィード。  
JRAオリジナル飼料10 ： 嗜好性がよく繊維質を十分に含み、必要栄養素が過不足なくバランスよく
  配合されているJRAが開発したオールインワン飼料。

JRAオリジナル10の主原料はとうもろ
こしや大豆、燕麦など。これに繊維質
の高いビートパルプや脂肪分の高いヒ
マワリ種子等を加えて作成しました。

・その他の飼料：塩0.04Kg

・乾草：7月～10月はイタリアン5kg、11月～4月はイタリアン5kgに加えルーサン1～2kgを給与。

・生牧草：馬房内投草分のみ（自由採草分を除く）。

駆虫薬：エクイマックス
１２年１１月
１３年　３月

○駆虫：下記のプログラムで実施。

☆駆虫薬解説
エクイマックス：円虫、回虫、条虫を同時に駆除できる駆虫薬です。
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 1.0 4.0 28.1 5.5 2.0

 1.0 4.5 29.6 5.5 2.0

 1.0 4.5 29.6 5.5 2.0

 1.0 1.0 1.0 0 8.9 5.0 － 昼夜放牧

 1.0 1.5 1.5 0 11.8 5.0 － 昼夜放牧

 1.5 1.5 1.5 0 13.3 5.0 1 昼夜放牧

 2.0 2.0 1.5 0.5 16.2 5.0 1 昼間放牧

 2.0 2.0 2.0 0.5 17.9 5.0 1.0 昼間放牧

 2.0 2.0 0.0 0.5 11.0 5.0 0.0 昼間放牧　昼飼給与開始

 2.0 2.0 2.5 0.5 19.6 5.0 1.0

 2.0 2.0 3.0 0.5 21.4 5.0 1.5

 2.0 2.0 3.0 0.5 21.4 5.0 2.0

 2.0 2.0 3.0 0.5 21.4 5.0 2.0

☆飼料解説
エースレーションネオ ： 競走馬・育成馬用のペレット状配合飼料。  
ファイバーレーシング ： 植物性脂肪を多く含むスイートフィード。  
JRAオリジナル飼料10 ： 嗜好性がよく繊維質を十分に含み、必要栄養素が過不足なくバランスよく
  配合されているJRAが開発したオールインワン飼料。

JRAオリジナル10の主原料はとうもろ
こしや大豆、燕麦など。これに繊維質
の高いビートパルプや脂肪分の高いヒ
マワリ種子等を加えて作成しました。

・その他の飼料：塩0.04Kg

・乾草：7月～10月はイタリアン5kg、11月～4月はイタリアン5kgに加えルーサン1～2kgを給与。

・生牧草：馬房内投草分のみ（自由採草分を除く）。

駆虫薬：エクイマックス
１２年１１月
１３年　３月

○駆虫：下記のプログラムで実施。

☆駆虫薬解説
エクイマックス：円虫、回虫、条虫を同時に駆除できる駆虫薬です。
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 常歩 速歩 駈歩 計

日高育成牧場運動実施状況

騎　乗　調　教
年　月 備　　考

＊：３月下旬以降は育成馬個体情報（セール当日配布）に個体ごとの運動を記載

宮崎育成牧場運動実施状況

 常歩 速歩 駈歩 計

＊：３月下旬以降は育成馬個体情報（セール前日・当日配布）に個体ごとの運動を記載

騎　乗　調　教
年　月 備　　考

     初期馴致

 1,400 1,200 1,200 3,800 屋内800m馬場

 1,400 1,000 1,600 4,000 　　　〃

 1,400 800 2,400 4,600 屋内800ｍ馬場 （1,600馬場併用）

 1,400 800 2,400 4,600 　　　〃 （1,600馬場併用）

 1,400 800 2,400 4,600 　　　〃 （屋内坂路馬場併用）

 2,400 800 3,200 6,400 屋内800m馬場：スピードはF23程度まで

 3,000 800 2,200 6,000 屋内坂路：スピードはF22程度まで

 2,400 800 3,200 6,400 屋内800m馬場：スピードはF22程度まで

 3,000 800 2,200 6,000 屋内坂路：スピードはF20（3F60）程度まで

 2,400 800 3,200 6,400 屋内800m馬場：スピードはF22程度まで

 4,000 800 3,200 8,000 屋内坂路：スピードはF18（3F54）程度まで

 2,400 800 3,200 6,400 屋内800m馬場：スピードはF22程度まで

 4,000 800 3,200 8,000 屋内坂路：スピードはF16（3F48）程度まで

１2年

 ７月～９月

 １０月 上旬

  中旬

  下旬

 １１月 上旬

  中旬

  下旬

 １２月

 １3年

 １月

 ２月

 ３月

昼間放牧・昼夜放牧・初期馴致 昼夜放牧は馴致開始とともに終了

     初期馴致

 1,600 1,000 1,000 3,600 500m馬場

 1,600 1,000 1,000 3,600 500m馬場

 1,600 1,000 1,500 4,100

 1,600 1,600 1,500 4,700 以降500m馬場ならびに1,600m馬場を併用

 1,600 1,100 2,200 4,900

 2,000 1,100 2,200 5,300 

 2,000 1,100 2,600 5,700 スピードはF20（3F60）程度まで

 2,500 1,100 2,600 6,200 

 2,500 1,300 3,600 7,400 スピードはF18（3F54）程度まで

 2,500 1,100 3,000 6,600 

 3,000 1,300 3,600 7,900 スピードはF16（3F48）程度まで

 3,000 1,100 3,000 7,100 

 3,000 1,300 3,600 7,900 スピードはF15（3F45）程度まで

１2年

 8月～11月

 １０月 上旬

  中旬

  下旬

 １１月 上旬

  中旬

  下旬

 １２月 上旬

  下旬

 １3年

 １月

 ２月

 ３月

昼夜放牧・初期馴致 昼夜放牧は駆歩調教開始とともに終了
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 常歩 速歩 駈歩 計

日高育成牧場運動実施状況

騎　乗　調　教
年　月 備　　考

＊：３月下旬以降は育成馬個体情報（セール当日配布）に個体ごとの運動を記載

宮崎育成牧場運動実施状況

 常歩 速歩 駈歩 計

＊：３月下旬以降は育成馬個体情報（セール前日・当日配布）に個体ごとの運動を記載

騎　乗　調　教
年　月 備　　考

     初期馴致

 1,400 1,200 1,200 3,800 屋内800m馬場

 1,400 1,000 1,600 4,000 　　　〃

 1,400 800 2,400 4,600 屋内800ｍ馬場 （1,600馬場併用）

 1,400 800 2,400 4,600 　　　〃 （1,600馬場併用）

 1,400 800 2,400 4,600 　　　〃 （屋内坂路馬場併用）

 2,400 800 3,200 6,400 屋内800m馬場：スピードはF23程度まで

 3,000 800 2,200 6,000 屋内坂路：スピードはF22程度まで

 2,400 800 3,200 6,400 屋内800m馬場：スピードはF22程度まで

 3,000 800 2,200 6,000 屋内坂路：スピードはF20（3F60）程度まで

 2,400 800 3,200 6,400 屋内800m馬場：スピードはF22程度まで

 4,000 800 3,200 8,000 屋内坂路：スピードはF18（3F54）程度まで

 2,400 800 3,200 6,400 屋内800m馬場：スピードはF22程度まで

 4,000 800 3,200 8,000 屋内坂路：スピードはF16（3F48）程度まで

１2年

 ７月～９月

 １０月 上旬

  中旬

  下旬

 １１月 上旬

  中旬

  下旬

 １２月

 １3年

 １月

 ２月

 ３月

昼間放牧・昼夜放牧・初期馴致 昼夜放牧は馴致開始とともに終了

     初期馴致

 1,600 1,000 1,000 3,600 500m馬場

 1,600 1,000 1,000 3,600 500m馬場

 1,600 1,000 1,500 4,100

 1,600 1,600 1,500 4,700 以降500m馬場ならびに1,600m馬場を併用

 1,600 1,100 2,200 4,900

 2,000 1,100 2,200 5,300 

 2,000 1,100 2,600 5,700 スピードはF20（3F60）程度まで

 2,500 1,100 2,600 6,200 

 2,500 1,300 3,600 7,400 スピードはF18（3F54）程度まで

 2,500 1,100 3,000 6,600 

 3,000 1,300 3,600 7,900 スピードはF16（3F48）程度まで

 3,000 1,100 3,000 7,100 

 3,000 1,300 3,600 7,900 スピードはF15（3F45）程度まで

１2年

 8月～11月

 １０月 上旬

  中旬

  下旬

 １１月 上旬

  中旬

  下旬

 １２月 上旬

  下旬

 １3年

 １月

 ２月

 ３月

昼夜放牧・初期馴致 昼夜放牧は駆歩調教開始とともに終了
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牡 ・ 鹿  

月　日

151.5 154.0

178.0 181.0

19.3 19.5

455 470 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂14.7-13.8

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.3-14.4 17.0-15.3

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 14.7-13.0 13.3-12.2

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 57073 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はメトロポリタンHを勝利。母の全妹サマーアクトレスは中央3勝の活躍馬。本馬は見た目よりも
馬体を大きくみせ、スピード感ある軽快な走りは、センス抜群。スピードに裏打ちされた配合どお
り、瞬発力の片鱗を感じさせる。【JRAホームブレッド（P182～もご参照ください)】

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

1  バクシンスクリーンの11 　父　アルデバラン

入厩日 JRAホームブレッド（生産馬） 病　　　　　歴
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　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月22日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 1 1 　/　 1

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

400

420

440

460

480

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 栗  

月　日

13年

1月25日

154.5 158.0

178.0 181.5

19.6 19.6

481 501 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 右前深管骨瘤 - - - - -

タイム （Wマシン） （Wマシン） （Wマシン） （Wマシン） （Wマシン） （Wマシン）

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） - - - 1200 1600 馬体調整

タイム （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ） （Wマシン）

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 1200 1200 1600 1600 1200 2400

タイム

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.9-15.6

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 57076 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は米チャンピオンスプリンター。母父のラストタイクーンはBMSとしてキングカメハメハなどを輩
出。本馬はバランスのとれた皮膚の薄い好馬体。体質が弱いところがあったが、ここにきて馬体が
充実しスピード感ある動きが出てきた。【JRAホームブレッド（P182～もご参照ください)】

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右前深管骨瘤（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

2  ラストローレンの11 　父　アルデバラン

入厩日 JRAホームブレッド（生産馬） 病　　　　　歴
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　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月20日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月20日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 C

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 1 1 　/　 1

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 22 −

牡 ・ 鹿  

月　日

当歳時

157.5 160.5

181.0 186.0

20.6 20.7

500 528 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂13.4-14.0

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 14.9-14.8 17.9-16.1

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 17.5-14.3 14.2-12.8

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 57072 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はGⅠを3勝した米チャンピオンスプリンター。兄セイユウヒットは地方で活躍。本馬はトップライ
ンが伸びやかで、かつ骨量豊かな好馬体をもつ。坂路では前進気勢が旺盛で、パワフルなフット
ワークで駈け上がってくる。【JRAホームブレッド（P182～もご参照ください)】

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

左前内側管骨瘤を確認（既往・X線画像あり）

3  フレンドリータッチの11 　父　アルデバラン

入厩日 JRAホームブレッド（生産馬） 病　　　　　歴
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　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月20日 Ⅱ 0 3 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月20日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

470

490

510

530

550

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 鹿  

月　日

13年

1月25日

155.0 156.0

182.0 184.0

19.8 20.0

466 488 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 15.8-15.6

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.2-15.8 16.3-14.5

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.8-14.5 14.0-13.2

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 57074 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は米GⅠを３勝したミスプロ直仔最後の大物。兄キングアドバンスは新馬戦3着後、2走目の東京
ダート1600mを圧勝。本馬の無駄のないフォームから繰り出されるキャンターは、兄同様、センスの
高さを感じさせる。【JRAホームブレッド（P182～もご参照ください)】

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日 両前球節軟腫（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

4  フジティアスの11 　父　アルデバラン

入厩日 JRAホームブレッド（生産馬） 病　　　　　歴
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　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅱ 0 0 0
3月20日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月20日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 栗  

月　日

13年

2月13日

155.5 157.5

176.0 180.0

18.8 18.9

430 466 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 15.8-15.6

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.2-15.8 16.3-14.5

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.8-14.5 14.0-13.2

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 57077 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はミスタープロスペクターの直仔。兄はJRAホームブレッドとして初勝利を挙げたマロンクン。本
馬は気性の強さを見せていたので時間をかけて乗り込んだ。その結果、順調に成長。脚さばきが
軽く、スピードがありそう。【JRAホームブレッド（P182～もご参照ください)】

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右飛節後腫（既往）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

5  ワンモアベイビーの11 　父　アルデバラン

入厩日 JRAホームブレッド（生産馬） 病　　　　　歴



− 27 −

　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月27日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

400

420

440

460

480

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 28 −

めす ・ 黒鹿

月　日

12年

2月27日

155.5 157.5 11月20日

178.0 182.5

19.2 19.2

461 498 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 14.0-15.2

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.2-15.8 17.0-15.5

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 15.9-13.6 13.2-12.0

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 57069 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は7～8FのGⅠを3勝した米チャンピオンスプリンター。本馬は均整の取れた皮膚の薄い好馬体
をしている。性格も素直で騎乗者の指示に対して従順。軽快でスピード感溢れるキャンターは魅力
的。【JRAホームブレッド（P182～もご参照ください)】

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右飛節部OCDを確認（X線画像あり）

右前外側管骨瘤（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

6  ビューティコマンダの11 　父　アルデバラン

入厩日 JRAホームブレッド（生産馬） 病　　　　　歴
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　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅱ 0 0 0
3月27日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 30 −

めす ・ 鹿  

月　日

155.5 157.5

183.0 185.0

20.3 20.3

484 496 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 13.4-13.6

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 13.6-12.9 18.1-16.0

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 15.5-13.7 13.4-12.4

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 57078 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はミスタープロスペクターの直仔で良血馬。本馬は聡明な顔とともに皮膚も薄く伸びのあるグッド
ルッキングホース。また、性格も真面目で、常に前向きにストライド走法で走る。【JRAホームブレッ
ド（P182～もご参照ください)】

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

7  キセキスティールの11 　父　アルデバラン

入厩日 JRAホームブレッド（生産馬） 病　　　　　歴
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　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅱ 0 0 0
3月26日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月26日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 1 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

450

470

490

510

530

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 32 −

めす ・ 芦  

月　日

161.0 163.5

190.0 191.0

19.7 19.7

502 524 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 15.4-14.5

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.4-15.3 16.2-14.8

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 14.7-13.0 12.5-11.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 57070 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は米チャンピオンスプリンター。本馬の牝馬離れした骨量ある馬体から繰り出されるキャンター
は、非凡な運動能力を感じさせる。スピードもトップクラスのものをもっており、併せ馬では闘争心を
むき出しにして走る。【JRAホームブレッド（P182～もご参照ください)】

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

8  エポックサクラの11 　父　アルデバラン

入厩日 JRAホームブレッド（生産馬） 病　　　　　歴
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　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 3 0
3月26日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月26日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

460

480

500

520

540

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 34 −

めす ・ 栗

月　日

156.0 158.0

182.5 182.5

19.1 19.1

466 476 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 13.9-14.0

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 14.5-14.5 19.2-16.5

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 18.5-13.6 13.6-11.9

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 50491 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はNHKマイルCとダービーを圧勝した新種牡馬。近親には米GⅠ2勝のストームソングなど米重
賞活躍馬がならぶ。本馬は骨量豊かで胸が深く、大きなお尻を有する。その発達した後躯から繰り
出される力強いキャンターは他を圧倒し、坂路での調教も余裕で楽々駆け上がってくる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

9  クレバーマリリンの11 　父　ディープスカイ

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 525 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月21日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月21日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

440

450

460

470

480

490

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 36 −

めす ・ 黒鹿

月　日

12年

購買時

157.5 160.0 入厩時

176.0 182.0

19.3 20.2

424 457 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 15.2-14.6

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 14.0-13.5 12.9-12.8

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.9-15.7

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 12.5-11.8

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 56338 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

　　育成場からのコメント

最近の調教概況

1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

目標クリアゲート

悪　癖

父はドバイDF、ジャパンC、宝塚記念と国内外のGⅠを3勝。おじのカントリーリールは英GⅡ勝馬。
本馬はバランスのよい体型と薄い皮膚、併せて牝馬らしいピリッとした悍性をもつ。前進気勢に富
んだその気性と、もって生まれた能力の高さがマッチしてスピード感あふれる走りを見せる。

2012年8月2日

陳旧性両第１指骨剥離骨折を確認（X線画像あり）

2012年8月31日

シアトリカルポーズの11 　父　アドマイヤムーン

病　　　　　歴入厩日

両飛節部OCDを確認（X線画像あり）

10  

馴致開始日

測　尺

体　高
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購買時 525 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅱ 0 0 0
3月19日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月23日 両前肢

臨時検査 4月17日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

両前屈腱太め（腱実質に異常なし）

特記事項

両前屈腱太め（腱実質に異常なし）

宮崎育成牧場

前肢 0 　/　 00 　/　 0

騎乗供覧タイム

評価

特記事項

ノド

(内視鏡)

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

屈腱

（エコー）

390

410

430

450

470

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 青鹿

月　日

155.0 157.5

175.0 180.0

19.0 19.6

443 478 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 15.2-14.4

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.9-13.5 15.7-14.9

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.5-14.9

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 14.5-13.8

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58541 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は3冠馬オルフェーヴル、ゴールドシップ、フェノーメノなどのビッグネームを輩出。本馬はスリム
でバランスの良い好馬体をしている。オンとオフの切り替えが上手で、馬房では常にリラックスして
いるが調教では一変し鋭く切れる走りを見せる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年8月31日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

11  ドラールフォンテンの11 　父　ステイゴールド

入厩日 2012年8月2日 病　　　　　歴
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購買時 735 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅱ 0 0 0
3月19日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月18日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

400

420

440

460

480

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 40 −

めす ・ 黒鹿

月　日

13年

3月13日

156.0 159.0

182.0 185.0

19.7 20.4

453 467 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 14.7-14.2

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.7-13.5 15.8-15.1

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.1-14.6

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 12.5-12.2

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 55850 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は凱旋門賞馬で全欧2・3歳チャンピオン。いとこに函館2歳S勝ちのファインチョイス、クローバー
賞勝ちのアットウィルがいる。本馬は頭の良さとコンパクトにまとまった好馬体を備えもつ優等生。
調教でみせる軽快で俊敏な走りから、潜在能力の高さは計り知れない。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左前内側管骨瘤（X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

12  シーソングの11 　父　バゴ

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 368 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 黒鹿

月　日

12年

入厩時

157.0 160.0 13年

183.0 187.0 3月4日

19.3 19.5

470 494 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 2400 3200 2400

タイム

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200 1600 1600 1200 2400

タイム

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 1600 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 18.1-16.9

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 50376 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は本邦新種牡馬であるが、海外では産駒のスキャットダディが一昨年の米2歳チャンピオンフ
レッシュマンサイアー。本馬の祖母タイキトゥインクルは重賞活躍馬。時折テンションが上がること
もあったが落ちつき、前向きな気性を走ることに集中できるようになった。

最近の調教概況

悪　癖 左陰睾

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右飛節部OCDを確認（X線画像あり）

胸　囲 右腰筋肉痛（既往）

管　囲

体　重

体　高

13  タイキシャインの11 　父　ヨハネスブルグ

入厩日 2012年7月25日 病　　　　　歴
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購買時 840 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月21日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月21日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 C

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 1 1 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 栗

月　日

12年　入厩時 両飛節部骨棘を確認（X線画像あり）

13年

159.5 162.5 2月18日

180.5 184.0 3月8日

19.5 19.5 4月5日

500 532 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 2400 3200 2400

タイム

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1600 左肩筋肉痛 -

タイム (速歩のみ) (Ｗマシン)

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 1600 2400 2400 2000 2000 2400

タイム

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 61131 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はすでに多数のGⅠ馬を輩出するサンデー系のプルーヴンサイアー。祖母ホワイトヘイヴンは
仏GⅡ勝馬。伸びのあるきれいな馬体はハイクラスな雰囲気を醸し出す。キャンターでは一本筋の
通った柔らかくて力強い動きが目をひく。走ることに対しても常に前向き。

最近の調教概況

悪　癖 旋回癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日

入厩日 2012年7月25日 病　　　　　歴

胸　囲 右飛節後腫（既往）

管　囲 左肩筋肉痛（既往）

体　重

体　高 左前内側管骨瘤（既往・X線画像あり）

14  ホワイトトルネードの11 　父　フジキセキ
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購買時 1680 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月19日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 22か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 2 2 　/　 1

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

460

480

500

520

540

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 栗

月　日

12年

購買時

158.0 161.0

180.0 180.5

19.5 19.5

490 504 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂13.4-14.0

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 800 1600 2200 1600

タイム 15.4-15.7 20.9-16.9

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 1600 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.0-14.4 14.0-13.2

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 60089 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はマイルCSや仏ジャックルマロワ賞を勝利。母系にはヘネシーなどのＧⅠ馬がずらりと並ぶ。本
馬は、トップラインのきれいな伸びのある好馬体が印象的。悍性がよく、大きく流れるようなきれい
な走行フォームは、スケールの大きさを感じさせる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右前内側管骨瘤を確認（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

15  キャットアリの11 　父　タイキシャトル

入厩日 2012年7月25日 病　　　　　歴
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購買時 1050 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月19日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 栗

月　日

12年

購買時

159.5 160.5

177.5 181.5

19.6 19.6

476 494 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂16.3-16.9

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.0-14.8 17.4-15.4

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.6-14.9 14.4-13.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 56670 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はNHKマイルCとダービーを圧勝した新種牡馬。母は２勝馬で、兄姉もコンスタントに活躍。本馬
は父によく似た栗毛の美しい馬体をしており、入厩時からその動きは際立っている。前向きな気性
をしており、調教では、全身を使った大きなストライドで、坂路を楽々駆け上がっている。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左前・両後球節部OCDを確認（X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

16  ケイアイリュージンの11 　父　ディープスカイ

入厩日 2012年7月18日 病　　　　　歴
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購買時 1260 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月20日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月20日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 黒鹿

月　日

12年

9月6日

158.5 163.0 11月16日

181.0 185.0 13年

19.9 20.3 3月26日

479 497 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 2000 2200

タイム 15.4-14.9

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 1000 1000 左肩筋肉痛 － － －

タイム （ランジング） （ランジング） （ランジング） （ランジング）

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 1000 2200 3400 3400 3000 1000

タイム

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 13.4-12.8

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 59859 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は3冠馬オルフェーヴルをはじめ、4頭のグランプリホースを輩出。いとこのリキセレナード、ラッ
シュストリートは重賞勝馬。本馬は雄大でスケールの大きい馬格の持ち主。性格も豪快で、調教で
は常に闘争心を剥き出しにした走りを見せる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左前球節部挫創（痕・写真あり）

胸　囲

管　囲 左肩筋肉痛（既往）

体　重

体　高 左膁部挫創（痕・写真あり）

17  サンセットムーンの11 　父　ステイゴールド

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 840 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月18日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 黒鹿

月　日

160.0 164.0

181.0 185.0

20.1 20.7

474 485 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 14.3-13.8

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 2200 3400 3400 3400

タイム 13.9-13.4

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 1000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.9-15.7

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 13.4-12.7 12.9-12.1

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 59603 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はホープフルS、サンタアニタダービー、パシフィッククラシックという西海岸の主要GⅠを制す。
本馬はこの世代のJRA育成馬で唯一の九州産馬。入厩時には幼く映った馬体も、長期間の夜間
放牧で大きく強く成長した。騎乗者の指示に従順で、全身を使った垢抜けた走りをみせる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年8月31日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

18  マヤノビジューの11 　父　ケイムホーム

入厩日 2012年6月8日 病　　　　　歴
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購買時 399 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月11日 両前肢

化骨評価 B

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 1 　/　 1 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

420

440

460

480

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 54 −

牡 ・ 栗

月　日

13年

4月13日

158.0 161.5

179.0 182.0

20.5 21.1

463 485 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 15.6-14.8

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 14.9-14.5 13.7-13.2

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 14.8-14.5

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 14.3-13.5 12.8-12.4

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 60978 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はドバイWCを含むGⅠ４勝馬。近親にダービー馬アイネスフウジンをもつ母系。本馬は伸びのあ
る好馬体の持ち主。長期間実施した夜間放牧で体質が強化され、がっしりとした四肢と心肺機能
に磨きがかかった。調教では内に秘める熱い魂を必死に抑え、騎乗者の指示に従う優等生。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年8月31日

測　尺 1月1日　→　4月1日 両前内側管骨瘤（X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

19  グランドアピアの11 　父　キャプテンスティーヴ

入厩日 2012年8月2日 病　　　　　歴



− 55 −

購買時 210 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月8日 両前肢

化骨評価 B

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 56 −

牡 ・ 栗

月　日

12年

8月5日

156.0 158.5 13年

175.0 178.0 4月5日

19.6 20.4

484 499 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 2200 2200

タイム 14.8-13.7

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 2200 3400 3400 3400

タイム 13.2-13.1

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.6-14.6

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 13.2-12.6

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 56652 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は本邦新種牡馬で、4ヶ国の2歳GⅠに勝利。兄ツルマルジュピターは4勝馬で、祖母のウィロ
ウィムードは米重賞2勝馬。本馬はラインの美しい気品ある馬体をもち、従順で度量の大きい馬。
調教では騎乗者の指示通りに動ける自在性を武器に、常に堅実な走りを披露する。

最近の調教概況

悪　癖 右陰睾

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年8月31日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右前内側管骨瘤（既往・X線画像あり）

胸　囲 左前蟻洞（写真あり）

管　囲

体　重

体　高

20  オマイタの11 　父　ヨハネスブルグ

入厩日 2012年8月2日 病　　　　　歴



− 57 −

購買時 840 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 2月27日 両前肢

臨時検査 4月17日 両前肢

化骨評価 B

(検査時： 22か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

特記事項

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 58 −

牡 ・ 栗

月　日

12年

入厩時

158.0 161.0 13年

183.0 187.0 1月24日

19.5 19.5

507 524 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂14.2-14.2

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 14.9-14.8 17.9-16.1

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 17.5-14.3 14.2-12.8

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58145 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はミスタープロスペクター直仔の良血種牡馬。姉は昨年のファンタジーS(GⅢ)を制したサウンド
リアーナ（当場育成）。本馬は骨量ある雄大な馬体をしており、ピッチの速い力強いキャンターは特
筆。姉同様、負けん気の強い気性をしている。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 両飛節後腫（既往）を確認

胸　囲 両前球腱軟腫（既往・X線画像あり）

管　囲

体　重

体　高

21  オテンバコマチの11 　父　アルデバラン

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴



− 59 −

購買時 630 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 1 0
3月19日 Ⅰ 3 3 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月19日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

450

470

490

510

530

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 60 −

牡 ・ 黒鹿

月　日

13年

2月19日

156.0 159.5

179.0 184.0

20.0 20.4

463 489 馬装具

装　蹄

その他

MC 3921180100 47427
個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

2月に右寛跛行を発症したためBUセールは欠場することとしました。無理せずじっくりと調教を進め
ています。

最近の調教概況

欠　場
5月20・21日の北海道トレーニングセール（札幌）への上場を目指し、調整中です

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右寛跛行（既往）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴

22  ダノンクラフトの11 　父　バゴ



− 61 −

購買時 1754 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月20日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月20日 両前肢

化骨評価 C

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 2

評価

屈腱

（エコー）

左前屈腱太め（腱実質に異常なし）

1 　/　 0

特記事項

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 62 −

牡 ・ 鹿

月　日

154.5 157.0

174.0 181.5

19.5 20.0

443 475 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂15.7-15.3

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.4-15.3 17.9-15.7

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 14.8-12.9 13.8-13.2

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58138 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はアグネスタキオンの血を継承する新種牡馬。兄ブリッツェンは、ダービー卿ChT(GⅢ)を制する
など活躍中。本馬は入厩時にはやや華奢で幼さもみられたが、馬体が充実。馴致初期から柔軟性
とスピードを兼ね備えた動きには注目していた。兄を超える活躍が期待される。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

23  レディストロベリーの11 　父　ディープスカイ

入厩日 2012年7月25日 病　　　　　歴



− 63 −

購買時 840 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月20日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月20日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 1 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 64 −

牡 ・ 栗

月　日

154.5 157.5

174.0 177.0

19.3 19.3

442 453 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂14.7-13.8

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1600 2200 2400

タイム 17.0-15.3

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 14.7-13.0 13.3-12.2

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 50487 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は産駒に絶対的なスピードを伝えている。本馬は、前向きなピリッとした気性をしている。怖がり
な面も見せてきたが、非常に賢く理解力に優れており、今では隊列での調教もこなすことができる
ようになった。スプリンターとしての資質の高さを感じさせる。

最近の調教概況

悪　癖 怖がりなところがあります

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

24  メダイユドールの11 　父　サクラバクシンオー

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴



− 65 −

購買時 630 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月18日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月18日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 C

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

420

440

460

480

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 66 −

めす ・ 栗

月　日

13年

1月17日

158.5 162.5 3月23日

179.0 181.0

18.7 18.9

430 446 馬装具

装　蹄

その他

MC 3921180100 59649
個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

3月に右寛跛行を発症したためBUセールは欠場することとしました。無理せずじっくりと調教を進め
ています。

最近の調教概況

欠　場
5月20・21日の北海道トレーニングセール（札幌）への上場を目指し、調整中です

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日 両前球腱軟腫（既往・X線画像あり）

右寛跛行

胸　囲 右飛節後腫

管　囲

体　重

体　高

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴

25  レディマハロの11 　父　オレハマッテルゼ



− 67 −

購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月18日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月18日 両前肢

化骨評価 B

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

2 　/　 0

特記事項

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

400

420

440

460

480

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 68 −

めす ・ 鹿

月　日

13年

3月25日

159.5 162.0

178.0 179.0

19.5 19.6

440 452 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 12.5-12.6

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 13.6-12.9 14.8-12.4

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 14.1-12.7 13.0-11.4

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 56977 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は新種牡馬。祖母サクラメガミは重賞活躍馬で、そのひ孫にあたるサクラベルはクローバー賞
（OP）勝馬。本馬は、牝馬離れしたスケールの大きな好馬体をもつ。キャンターは大きくて力強い4
輪駆動の動きをみせる。スピード調教を数多くこなすにつれ、体に一本芯が入ってきた。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日 定期検査にて

胸　囲

管　囲

体　重

体　高 左飛節骨増生を確認（X線画像あり）

26  ジルニーナの11 　父　マツリダゴッホ

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴



− 69 −

購買時 746 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月18日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月18日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 70 −

めす ・ 黒鹿

月　日

12年

入厩時

159.5 161.5

179.0 181.0

19.6 19.8

468 481 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 14.8-13.9

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 14.8-14.9 16.8-15.2

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.8-14.6 13.6-12.6

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 59514 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は凱旋門賞馬で全欧2・3歳チャンピオン。兄シルクオールディーは３勝馬。曾祖母のキャストザ
ダイからは米重賞勝馬が多数輩出。本馬は皮膚が薄くバランスのとれた伸びのある好馬体の持ち
主。前向きな気性をしており、しなやかで安定したフォームは相当なセンスを感じる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右飛節部OCDを確認（X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

27  クインオブオールディーの11 　父　バゴ

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴



− 71 −

購買時 420 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅱ 0 0 0
3月27日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 22か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 1 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 72 −

めす ・ 栗

月　日

155.0 159.5

178.0 182.0

19.6 20.3

433 452 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 15.2-14.6

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 14.0-13.5 13.3-13.2

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.5-14.9

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 12.4-11.7

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 45954 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はサドラーズウェルズの直仔でテイエムオペラオー、メイショウサムソンといった超大物を輩出。
本馬は美しい栗毛の馬体をもつ牝馬。入厩時にみせた華奢なイメージを払拭する大成長を遂げ、
軽快で力強い走りを見せる。

最近の調教概況

注射注意（鼻ネジ）

　　育成場からのコメント

ゲート
ゲート入りを嫌うことが
あります

馴致開始日 2012年8月31日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

28  ホッカイラヴの11 　父　オペラハウス

入厩日 2012年8月2日 病　　　　　歴



− 73 −

購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月29日 両前肢

化骨評価 B

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 1 　/　 1 1 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

390

410

430

450

470

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 74 −

めす ・ 黒鹿

月　日

12年

11月7日

157.0 158.5

176.0 177.0

18.9 19.5

423 434 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 14.7-14.2

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.7-13.5

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.9-15.7

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 12.8-12.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 60098 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は有馬記念・ドバイシーマクラシックなど国内外で活躍。おばのコスモフォーチュン、コスモプラチ
ナは重賞勝馬。本馬は父に似てトップラインの美しい牝馬。時折繊細な面をみせたが、ここにきて
精神的に大きく成長。軽快な動きをみせる当場最強の女傑は、大物のオーラを放ち続ける。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左前球節部挫創（痕・写真あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

29  マイネレーヌの11 　父　ハーツクライ

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴



− 75 −

購買時 746 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅱ 0 0 0
3月19日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 22か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

390

410

430

450

470

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 76 −

めす ・ 鹿

月　日

12年

入厩時

154.0 157.5 9月22日

177.0 184.0

19.2 19.8 馬装具

438 464 装　蹄

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 15.4-14.8

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.9-13.5

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 14.6-14.5

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 12.3-11.8

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 50805 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は本邦新種牡馬で、4ヶ国の2歳GⅠに勝利。祖母の全兄は種牡馬ディアブロ。本馬はきりりとし
た顔立ちをした気品高い牝馬。悍性が強く敏感なところがあったが、人馬の信頼関係を確立。調教
時にはパワフルな動きで常に輝きを放つ当場期待の１頭。

最近の調教概況

　　育成場からのコメント

その他
出臍
注射注意（鼻ネジ）

ゲート
ゲート内の駐立時、落ち
着きを欠くことがあります

胸　囲

管　囲

体　重

体　高 右前外側管骨瘤（既往・X線画像あり）

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左飛節部OCDを確認（X線画像あり）

30  アイビスティアラの11 　父　ヨハネスブルグ

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴



− 77 −

購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 1

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

化骨評価 B

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

390

410

430

450

470

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 78 −

めす ・ 栗

月　日

12年

入厩時 左飛節部OCDを確認（X線画像あり）

155.0 157.0 12月15日

183.5 186.0 13年

19.0 19.0 3月26日

484 521 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 14.4-14.8

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 帯擦れ - - -

タイム (ランジング) (ランジング) (ランジング) (Wマシン)

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200 2400 帯擦れ 2200 -

タイム (ランジング) 17.7-16.0 (Wマシン)

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 17.2-14.6 13.9-13.3

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58321 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は欧・米2歳牡馬チャンピオンに輝いた本邦新種牡馬。母は3勝馬で、兄姉も堅実に活躍。本馬
は父の馬体がよく出ており、十分な骨量とバランスのとれた良質な筋肉をもつ。キャンターは非常
に力強く、天性のスピードをもっている。仕上がりも早そう。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲 帯擦れ

体　重

体　高 鼻梁部打撲傷（既往・写真あり）

31  キャニオンリリーの11 　父　ヨハネスブルグ

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴



− 79 −

購買時 630 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月21日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月21日 両前肢

臨時検査 4月17日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

前肢 3 　/　 0 1 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

特記事項

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

460

480

500

520

540

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 80 −

めす ・ 栗

月　日

154.0 155.5

181.0 181.0

19.5 19.5

457 451 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 15.4-14.5

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.0-14.6 18.1-16.0

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 15.5-13.7 13.4-12.4

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 52308 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は初年度産駒から早くもGⅠ馬カレンブラックヒルを輩出。おじにダイナマイトダディ、トゥナンテ、
近親には天皇賞馬イングランディーレがいる母系。本馬は胸が深く、重心の安定したコンパクトな
馬体をしている。気性も前向きで、潜在能力は並外れている。

最近の調教概況

悪　癖 出臍

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

32  ピアノリサイタルの11 　父　ダイワメジャー

入厩日 2012年10月19日 病　　　　　歴



− 81 −

購買時 525 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅱ 0 0 0
3月27日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 2 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

420

440

460

480

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 鹿

月　日

153.5 156.5

177.0 182.0

19.2 19.5

429 446 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 15.4-14.5

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.0-14.6 18.1-16.0

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 15.5-13.7 13.4-12.4

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 51951 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

33  フェレットの11 　父　バゴ

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日

悪　癖

　　育成場からのコメント

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は凱旋門賞馬で全欧2・3歳チャンピオン。兄ホクセツキングオーは4勝馬で、母系からは英ダー
ビー馬プールモワなどの活躍馬を輩出。前向きな気性をしており、気持ちが勝りすぎないよう隊列
の中で折り合う調教をじっくり行ってきた。牝馬らしく切れ味鋭いスピードが身上。

最近の調教概況
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購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月26日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月26日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

騎乗供覧タイム

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

日高育成牧場

特記事項

前肢 2 　/　 0 0 　/　 0

400

420

440

460

480

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 栗

月　日

13年

3月18日

153.5 157.0

174.0 178.0

18.6 18.6

418 450 馬装具

装　蹄

その他

MC 3921180100 56163
個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

3月に右肩跛行を発症したためBUセールは欠場することとしました。無理せずじっくりと調教を進め
ています。

最近の調教概況

欠　場
5月20・21日の北海道トレーニングセール（札幌）への上場を目指し、調整中です

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右肩跛行

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴

34  ディマーの11 　父　サウスヴィグラス
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購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅱ 3 3 0
3月26日 Ⅰ 3 3 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月26日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

0 　/　 0

特記事項

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

390

410

430

450

470

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 栗

月　日

155.0 157.0

175.5 178.0

18.8 18.8

447 464 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 15.0-14.7

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 14.5-14.5 17.0-15.5

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 15.9-13.6 13.2-12.0

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 61572 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はマイルCSを2勝、スプリンターズSにも勝利した短距離王。母はJRA育成馬で中央勝馬。本馬
は牝馬らしく精神的にピリッとしたところがあったため、無理せず集団調教で基礎体力を養ってき
た。現在は心身ともに成長し坂路でも安定した力強い走行を見せている。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

35  コロナガールの11 　父　デュランダル

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅱ 0 0 0
3月27日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

420

440

460

480

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 鹿

月　日

12年入厩時

153.5 156.0 12月18日

177.0 180.0 13年

19.4 19.4 3月14日

449 468 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 右前深管骨瘤 - - - - -

タイム （Wマシン） （Wマシン） （Wマシン） （Wマシン） （Wマシン） （Wマシン）

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） - - - 800 800 800

タイム （速歩のみ） （速歩のみ） （Wマシン）

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 1200 1200 1600 1600 1600 1600

タイム

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 1600 1600 馬体調整 1200 2000 2400

タイム （Wマシン）

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 51611 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は宝塚記念に優勝した新種牡馬。おじのレギュラーメンバーは交流GⅠを3勝。本馬は購買時に
華奢な印象であったが、十分乗り込んだ結果、トップラインから後躯の筋肉が逞しくなった。前向き
で真面目な性格をしており、母系の良さからも活躍が期待される。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日 （X線画像あり）

胸　囲

管　囲 右前深管骨瘤（既往・X線画像あり）

体　重

体　高 右前管骨瘤（遠位外側）（既往・X線画像あり）

陳旧性右第1指骨剥離骨折を確認

36  ブライアンズソノの11 　父　エイシンデピュティ

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 494 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月22日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 C

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 鹿

月　日

157.5 160.5

182.0 184.5

20.2 20.2

501 508 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂14.2-14.2

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 14.3-13.8 17.9-16.1

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 17.0-15.5 14.4-13.0

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 52376 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は、米フォアゴーS勝ちの新種牡馬。母はデビュー勝ちを含む3勝馬で、おじには金盃（大井重
賞）勝ちのスーパーパワーのいる母系。本馬は胸が深く、バランスのとれた筋肉質な馬体。坂路調
教では、勝負根性を剥き出しにして全身を無駄なく使ったパワフルな走法を見せている。

最近の調教概況

悪　癖 左陰睾

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

37  グランドホイッスルの11 　父　パイロ

入厩日 2012年7月25日 病　　　　　歴
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購買時 840 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月27日 Ⅰ 1 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 22か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 鹿

月　日

13年

3月22日

155.0 158.0

179.5 182.5

18.8 18.8

472 498 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 左前球節炎

タイム 坂13.8-13.9 (Wマシン)

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） - - - - - -

タイム (Wマシン) (Wマシン) (Wマシン) (Wマシン) (Wマシン) (Wマシン)

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） - - - - - -

タイム （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ） (Wマシン)

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 800 800 800 2000 2000 2400

タイム

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 51078 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は7世代で4頭のGⅠ勝ち馬(欧・米・豪)を輩出する本邦新種牡馬。近親にはGⅠ4勝のグラスワ
ンダーもいる母系。本馬はやや臆病なところがあり丁寧に騎乗馴致を進めた。スピードが上がった
時の重心の低いフォームからは、潜在能力の高さを感じることができる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左前球節炎（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

38  グラスレビンの11 　父　ヨハネスブルグ

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 735 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月19日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 栗

月　日

13年

3月8日

157.0 159.5

174.0 178.0

19.1 19.5

425 442 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 15.5-14.0

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.7-13.1

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.6-14.6

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 13.4-12.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58601 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はダート部門で圧倒的な存在感を誇り、エスポワールシチーやスマートファルコンを輩出。おじ
は米重賞5勝の種牡馬テンピンズ。本馬はやや小柄ながらも均整のとれた好馬体を持つ。当場一
威勢がよく、大型馬との併走でも怯むどころか相手を圧倒する力強い走りを見せる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左後外側管骨瘤（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

39  エンゼルアーチの11 　父　ゴールドアリュール

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 368 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 1 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月13日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 1 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

380

400

420

440

460

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 96 −

牡 ・ 鹿

月　日

13年

2月18日

157.0 163.0

182.0 187.0

19.8 20.2

488 517 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 右前深管骨瘤 － － － － －

タイム （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ）

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） － 1000 1000 1000 1000 2200

タイム （速歩のみ）

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2200 3000 3400 1000 2200 1000

タイム

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 2200 2200 2200 2200 3000 2000

タイム

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 60047 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はミスタープロスペクターの直仔で、米チャンピオンスプリンター。祖母は重賞勝馬のオギティ
ファニー。本馬は落ち着きのある性格と父をスタンプしたような雄大な馬格の持ち主。調教でスイッ
チが入ると全身の筋肉をフル稼働した力強くパワフルな走りを披露している。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右前深管骨瘤（X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

40  レイナフェリスの11 　父　アルデバラン

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 945 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月1日 両前肢

化骨評価 C

(検査時： 26か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 1 　/　 1 2 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 98 −

牡 ・ 栗

月　日

12年

購買時

158.0 159.0

176.0 184.0

19.8 20.2

468 499 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 15.6-14.8

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 14.9-14.5 13.7-13.2

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 14.8-14.5

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 12.8-12.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 61278 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はケンタッキーダービー、プリークネスSを勝利、産駒ワンダーアキュートが昨年悲願のGⅠを制
覇。祖母は英GⅠ3着馬。本馬は均整のとれた好馬体の持ち主。タフで地道に頑張るタイプで、ひ
たむきで素軽いキャンターを見せる。ここにきて走りが安定し、期待度急上昇の1頭。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年8月31日

測　尺 1月1日　→　4月1日 背部毛のう炎（写真あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

41  カリカーの11 　父　カリズマティック

入厩日 2012年8月2日 病　　　　　歴
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購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 2 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月11日 両前肢

化骨評価 C

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

420

440

460

480

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 黒鹿

月　日

12年

入厩時

158.5 161.5

181.0 184.0 13年

20.4 20.6 1月30日

484 505 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 1600 1600

タイム 坂14.1-15.0

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 1600 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 1600

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1600 1200 2400

タイム

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 1600 800 800 1600 1600 2400

タイム

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 50261 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は凱旋門賞をはじめGⅠを5勝した名馬。近親にはエリモシックやリディルなどの重賞勝馬が並
ぶ母系。本馬は父に似てバランスのとれた好馬体をしており、調教では闘争心を見せており大きな
ストライドとパワフルなフットワークが目をひく。

最近の調教概況

悪　癖 腹帯および騎乗注意

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右後管部挫創（痕）を確認

胸　囲

管　囲 右前管骨瘤（遠位内側）（既往・X線画像あり）

体　重

体　高 右飛節部骨棘を確認（X線画像あり）

42  パディントンの11 　父　バゴ

入厩日 2012年7月25日 病　　　　　歴



− 101 −

購買時 735 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月22日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 22か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 栗

月　日

13年

3月29日

157.5 161.5

182.0 184.0

19.6 19.8

461 478 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂14.1-14.1

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 左腰筋肉痛 -

タイム (速歩のみ) (Wマシン)

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 1200 1200 1600 1600 1200 2400

タイム

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 18.2-15.6 14.2-13.1

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 53795 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は2歳時から活躍した新種牡馬。4代母は米GⅠを5勝した女傑マムズコマンド。本馬には母父ス
ペシャルウィークの柔らかさが受け継がれている。入厩時は肉体および精神的に少し幼さが残っ
ていたが心身ともに充実してきた。ストライドの大きな柔らかなキャンターを見せる。

最近の調教概況

悪　癖 右陰睾

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左腰筋肉痛（既往）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

43  クレバージーンの11 　父　パイロ

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 525 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月22日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 C

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 鹿

月　日

12年

購買時

155.0 158.0

178.0 180.0

19.5 19.5

466 470 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂15.8-14.2

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.4-15.3 14.6-12.6

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 15.4-14.2 14.2-13.1

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 53508 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はオルフェーヴル、ゴールドシップ等を輩出。本馬は入厩当初は幼さが残っていたが、心身とも
に逞しく成長した。騎乗者の指示に対して従順に反応、順調に隊列調教をこなす。最近では併せ
馬で闘争心を見せるようになってきており、さらなる成長が期待される。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右前内側管骨瘤を確認（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

44  パシティアの11 　父　ステイゴールド

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 840 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月22日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 栗

月　日

12年

購買時

153.0 155.5

185.5 185.5

19.7 19.7

523 527 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂13.1-13.1

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 14.3-13.8 17.4-15.4

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.6-14.9 14.4-13.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 56826 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はGⅠ馬のトランセンドなどダートでの活躍馬を多く輩出。3代母バラードからは多くのGⅠ勝馬
が輩出されている。本馬は入厩時余裕のある体型だったが、厳しい鍛錬を乗り越えてきた結果、ヨ
ロの発達した見事なマッチョマンへと変貌した。パワーとスピードをあわせ持つ。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 陳旧性左第1趾骨剥離骨折を確認（X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

45  グロリアスバラッドの11 　父　ワイルドラッシュ

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 578 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 1 0 0
3月22日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 21か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

460

480

500

520

540

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 黒鹿

月　日

13年

3月8日

150.5 153.0

174.0 177.0

18.9 18.9

433 462 馬装具

装　蹄

その他

MC 3921180100 59177
個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

3月に右肩跛行を発症したためBUセールは欠場することとしました。無理せずじっくりと調教を進め
ています。

最近の調教概況

欠　場
5月20・21日の北海道トレーニングセール（札幌）への上場を目指し、調整中です

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右肩跛行

右前深管骨瘤

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴

46  ボンビバンの11 　父　マンハッタンカフェ
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購買時 651 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月22日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

化骨評価 B

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

0 　/　 0

特記事項

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

400

420

440

460

480

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 鹿

月　日

13年

1月15日

153.0 155.5

177.0 181.0

19.0 19.0

458 482 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.4-15.7 17.2-14.9

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 17.8-14.9 13.9-12.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 61588 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は皐月賞馬。いとこにファルコンS(GⅢ)2着のカツヨトワイニング。本馬は購買時やや小ぶりなが
らも父によく似ていた。冬を越し馬体が一段と充実してきた。肢先の捌きが軽くスピードもありそう。
騎乗者の指示に対する反応もよく、安定感のある走行は自在性を感じさせる。

最近の調教概況

悪　癖 ゆう癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右前球腱軟腫（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

47  マチカネアオイの11 　父　ヴィクトリー

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 525 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月19日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月19日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 C

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

400

420

440

460

480

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 鹿

月　日

12年

入厩時

156.5 159.0 13年

180.0 185.0 4月10日

19.3 20.0

453 485 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 15.2-14.4

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.9-13.5 13.3-13.2

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.8-15.3

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 12.7-11.7

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 56035 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は2歳でNAR年度代表馬を獲得したラブミーチャンなど、早くから活躍する産駒を輩出。姉のク
イーンアルタミラはJRA育成馬。本馬は均整のとれた馬体の持ち主。性格が素直で、騎乗者の指
示を的確に理解できる天賦の才をもつ。エネルギッシュな走りには大きな期待がかかる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右飛節部OCDを確認（X線画像あり）

胸　囲 左後球腱軟腫（X線画像あり）

管　囲

体　重

体　高

48  フジノバイオレットの11 　父　サウスヴィグラス

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 525 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅱ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 2月20日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 1 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 黒鹿

月　日

157.0 160.0

181.0 184.0

19.5 20.6

458 482 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 2200 2200

タイム 15.4-14.8

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.9-13.5 15.2-14.6

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 14.6-14.5

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 12.0-11.7

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 51187 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はスプリングS勝馬で、ディープインパクトの全兄。母は3勝馬、いとこに重賞4勝のディバインシ
ルバーがいる。本馬はやや怖がりな面があったためじっくり馴致を進めたところ、従順で前向きな
馬に成長。購買時から目をひいたバランスの良さに力強さが加わり、切れのある走りをみせる。

最近の調教概況

悪　癖 怖がりなところがあります

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

49  ウエスタンバスターの11 　父　ブラックタイド

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 431 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月18日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 22か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

420

440

460

480

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 黒鹿

月　日

13年

2月15日

157.0 159.0

172.5 172.5

19.0 19.1

433 435 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 15.0-14.7

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 17.0-16.9 16.8-15.2

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.8-14.6 13.6-12.6

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 50567 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は欧州の大レースを席巻した名馬ナシュワンの代表産駒。本馬は母父ステイゴールドのでた柔
らかい後肢とトップラインがきれいで牝馬らしいスリムな体型をしている。調教では気性の強さと天
性のスピードを垣間見せている。隊列の中でも自在にコントロールして走ることができる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日 両飛端腫（既往）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

50  アラマサスナイパーの11 　父　バゴ

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 368 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅱ 0 0 0
3月21日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月21日 両前肢

臨時検査 4月17日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

前肢 0 　/　 1 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

特記事項

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

400

420

440

460

480

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 黒鹿

月　日

12年購買時

12月13日 両前球節軟腫（既往・X線画像あり）

159.5 160.5 13年

180.0 180.5 3月22日

19.0 19.0 4月9日

488 505 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 14.0-15.2

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.7-15.0 19.2-16.0

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 17.2-14.5 13.7-12.7

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 50793 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は菊花賞馬で、産駒からも3頭の菊花賞馬を輩出。祖母エイシンバーリンは重賞4勝の活躍馬。
本馬の性格は前向きで、騎乗者の指示にも従順。キャンターは力強さの中に柔軟性を兼ね備えて
いる。ストライドが大きく、芝中距離での活躍を予感させる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲 右前管骨々膜炎（X線画像あり）

管　囲 左前管骨々膜炎（X線画像あり）

体　重

体　高

左飛端腫を確認

51  エイシンパンドラの11 　父　ダンスインザダーク

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月21日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月21日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 22か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 1

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 鹿

月　日

12年

入厩時

155.0 158.0 13年

175.0 181.0 3月12日

19.1 19.3

443 484 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23 3/25

駈歩（m） 左寛跛行 - - - - -

タイム （速歩のみ） （速歩のみ） (Wマシン) (速歩のみ) (Wマシン) （速歩のみ）

月日 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30 4/1

駈歩（m） - - 1200 左寛跛行 - -

タイム （速歩のみ） (Wマシン) (Wマシン) (Wマシン) (Wマシン)

月日 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6 4/7

駈歩（m） - - - - - -

タイム （速歩のみ） (Wマシン) (Wマシン) (Wマシン) (Wマシン) (Wマシン)

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） - - 500 800 1600 2400

タイム （速歩のみ） (Wマシン)

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 50811 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は、トランセンドを筆頭に、日・米で5頭のGⅠ馬を輩出。祖母ハセベルテツクスはフラワーカップ
（GⅢ）勝馬。本馬は均整のとれたきれいな馬体をもち、軽快でセンスのよいキャンターをみせてい
る。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右飛節部OCDを確認（X線画像あり）

胸　囲 左寛跛行（既往）

管　囲

体　重

体　高

52  マイアタックレディの11 　父　ワイルドラッシュ

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月21日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月21日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

420

440

460

480

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 黒鹿

月　日

13年

1月25日

156.0 159.0 4月1日

178.0 182.5 4月6日

19.0 19.0

479 502 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 15.8-15.6

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2400 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 馬体調整

タイム 15.7-15.0 16.3-14.5 (Wマシン)

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.8-14.5 14.0-13.2

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 56342 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は本年急逝したが産駒は20年連続で重賞勝利。本馬は初仔であるが、重賞2勝のパドトロワや
ロゴタイプも近親。入厩時はやや幼さが残っていたため、無理せず成長に合わせて調教をすすめ
てきた。最近では良血馬らしく気品のある佇まいと抜群の動きを見せ始めた。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左飛端腫（既往）

胸　囲 左前球節部挫創（写真あり）

管　囲

体　重

体　高 左後管部挫創（痕・写真あり）

53  クラシックチュチュの11 　父　ブライアンズタイム

入厩日 2012年10月19日 病　　　　　歴
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購買時 630 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 1 0 0
3月27日 Ⅰ 0 2 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 鹿

月　日

12年

入厩時

155.0 158.5

179.0 182.0

19.0 19.2

438 456 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 2200 2200

タイム 14.7-14.2

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.4-12.9

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.9-15.7

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 12.8-12.7

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 51358 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

入厩日

54  

2012年8月31日

右飛節部OCDを確認（X線画像あり）

カメレオンの11 　父　バゴ

病　　　　　歴

2012年9月20日馴致開始日

測　尺

体　高

最近の調教概況

1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

目標クリア

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

　　育成場からのコメント

ゲート

悪　癖

父は凱旋門賞馬で全欧2・3歳チャンピオン。祖母は5勝、おじのジャストアヒーローは6勝し、近親に
はロジックがいる母系出身。本馬は父に似た顔立ちと、母父譲りの強い気性の持ち主。前向きで
真面目な性格をしており、調教では常に全身を使った切れのある走りを披露する。
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購買時 263 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅱ 1 0 0
3月19日 Ⅰ 2 2 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月16日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

屈腱

（エコー） 特記事項

騎乗供覧タイム

評価

特記事項

ノド

(内視鏡)

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

0 　/　 0

宮崎育成牧場

異常なし

前肢 0 　/　 0

400

420

440

460

480

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 栗

月　日

12年

8月31日

155.0 157.5

179.0 183.0

18.9 19.6

449 464 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 2200 2200

タイム 14.7-14.2

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 15.8-14.9 13.1-12.9

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.8-15.3

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 13.7-13.5 12.9-12.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 51689 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父の代表産駒であるホエールキャプチャやフサイチリシャールと同じ、母父サンデーサイレンスと
いう配合。本馬はバランスの良い栗毛の好馬体をもつ。調教では軽快で弾むような走りを披露し、
一流馬の風格を漂わせる。涼しい顔をして大仕事をやってのけそうな大物感がある。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右前腕部挫創（痕・写真あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

55  マチカネフウリンの11 　父　クロフネ

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 693 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 1 1 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月23日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

390

410

430

450

470

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 黒鹿

月　日

153.0 156.0

183.0 183.0

19.3 19.3

456 457 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 12.5-12.6

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 800 1600 2200 1600

タイム 14.6-14.6 14.8-12.4

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 14.1-12.7 13.0-11.4

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 62080 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は天皇賞馬・菊花賞馬・オークス馬などのG1クラスの大物を輩出。サンデー系牝馬と相性がよ
い。本馬はやや小柄ながら、スピード感ある軽快な走りをみせる。しかし、気持ちが前向きすぎると
ころがあるので、メンタル面のコントロールを課題に調教を進めている。

最近の調教概況

悪　癖 出臍

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

56  ピサノボニータの11 　父　ホワイトマズル

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 368 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月26日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月26日 両前肢

臨時検査 4月17日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 22か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

特記事項

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 鹿

月　日

12年

12月12日

153.0 156.5 13年

180.0 182.0 3月19日

19.4 19.5

506 517 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 1200 右腰筋肉痛 - - - -

タイム （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ） (Wマシン)

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 1200 1200 馬体調整 1200 2400 2400

タイム （速歩のみ）

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200 2400 1600 2200 2400

タイム

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.9-15.6

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 59595 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は世界中でＧⅠ勝ち馬（7頭）を輩出している。3代母シャラヤは仏GⅠヴェルメイユ賞馬。本馬は
幼さもあり、冬の間はじっくりと乗り込んだ。春になって筋肉隆々と馬体が充実。父によく似たコン
パクトな好馬体から繰り出すピッチの早いキャンターは天性のスピードを感じさせる。

最近の調教概況

悪　癖 注射注意（肩をつかむ）

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右前深管骨瘤（既往・X線画像あり）

胸　囲 右腰筋肉痛（既往）

管　囲

体　重

体　高

57  マヤノラトゥールの11 　父　ストラヴィンスキー

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 210 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅱ 0 0 0
3月26日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月26日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 C

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 1 0 　/　 2

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

460

480

500

520

540

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 青鹿

月　日

154.5 157.0

179.0 180.0

19.2 19.2

434 440 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 1200 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 12.5-12.5

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 14.5-13.7 16.1-15.6

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 15.1-13.8 13.6-12.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 51248 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はスプリンターズSを制覇。姉のエイシンサンバレーとその産駒エーシンユリシーズは重賞活躍
馬。青鹿毛の本馬は皮膚がビロードのように薄く、キャンターではスピード感のある動きをみせ、併
せ馬では闘志をむき出して走り、競走馬としてのクオリティの高さを感じさせる。

最近の調教概況

悪　癖 さく癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

58  エイシンサイレンスの11 　父　マイネルラヴ

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月27日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

400

420

440

460

480

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 芦

月　日

157.5 159.0

179.0 180.0

20.0 20.1

485 507 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 13.9-14.0

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 17.0-16.9 19.2-16.5

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 18.5-13.6 13.6-11.9

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 59461 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父の産駒は活躍が続く。曾祖母ミヤマポピーはタマモクロスの妹でエリザベス女王杯を制する。本
馬は初仔となるが、骨量豊かでバランスのとれた馬体から繰り出される安定したパワフルな動きが
目をひく。調教時にはオンとオフの切替も上手く、センスの高さを感じさせる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

59  スマイルビジンの11 　父　クロフネ

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 525 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月21日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月21日 両前肢

臨時検査 4月17日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

前肢 0 　/　 0 1 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

特記事項

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 鹿

月　日

12年

入厩時

157.0 159.0 13年

178.5 182.0 3月25日

19.4 19.4

489 514 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂13.1-13.1

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 800 1600 1200 2400

タイム

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 17.0-15.5 14.4-13.0

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 59745 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は昨年の新種牡馬リーディングサイアー。３代母のサクラクレアーは、天皇賞馬サクラチトセ
オーなどを輩出。本馬は皮膚が薄く、均整のとれたグッドルッキングホース。時折、ヤンチャな面も
見せているが、キャンターでは力強い動きを見せており、高いポテンシャルを感じる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左後管部挫創痕を確認（写真あり）

胸　囲 右飛節後腫（既往）

管　囲

体　重

体　高

60  ボストンパールの11 　父　ブラックタイド

入厩日 2012年8月2日 病　　　　　歴
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購買時 483 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月19日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月19日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 1 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 栗

月　日

156.5 159.0

178.0 179.0

19.5 19.5

444 462 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂15.8-14.2

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.1-15.0 14.6-12.6

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 2400 2000 2000 2400

タイム 15.4-14.2

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58279 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はタフな活躍をみせた新種牡馬。母系にはアンテイツクヴアリユーのいる華麗な血統。本馬は
入厩当初から注意深いところがあり、幼さも見せていたが、丁寧に調教を続けた結果、騎乗者の
指示にも従順となる。しなやかでスピード感あふれる動きは、将来が楽しみ。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

61  クリックストリームの11 　父　カンパニー

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 798 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月19日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 芦

月　日

13年

3月15日

154.0 156.0 4月1日

180.0 183.0

20.0 20.5

467 496 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 15.4-14.9

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.2-13.1 14.8-14.7

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 創傷性右角膜炎 3000 3400 3400 3000 1000

タイム （Wマシン） 15.9-15.7

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 12.7-12.4

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 61010 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はパリ大賞などを勝った仏中距離馬で、本邦3世代しか産駒のない貴重な2世代目。曾祖母ビク
トリアクラウンは最優秀2・3歳牝馬。本馬はしなやかな筋肉と骨量に富んだ好馬体を誇り、前肢を
高く上げた豪快な走りが特徴。調教時にみせる負けん気の強さに高い将来性を感じる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 両冠膝（痕・写真あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高 創傷性右角膜炎（既往）

62  ビクトリアスズランの11 　父　チチカステナンゴ

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 830 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 1 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 2

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月5日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

420

440

460

480

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 栗

月　日

13年

2月12日

155.5 159.5 3月8日

178.0 182.0 3月12日

19.8 19.9 4月13日

474 481 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2200 2200 3000 3400 2200 2200

タイム 17.8-16.7

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 17.2-16.8

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 16.7-16.4

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 13.3-12.6

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 62312 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は重賞9勝、8歳で天皇賞（秋）・マイルCSを制する息の長い活躍をみせた新種牡馬。本馬はス
タイリッシュな外貌と芯の強い意志の持ち主。人馬の信頼関係が構築されるまではヤンチャで手を
焼いたが、現在はゴーサインを受けて機敏に反応できる馬に成長した。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右肩跛行（既往）

胸　囲 右前蟻洞（写真あり）

管　囲 左前内側管骨瘤（X線画像あり）

体　重

体　高 左後管部挫創（痕・X線画像あり）

63  サイレントビーナスの11 　父　カンパニー

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 420 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅱ 0 0 0
3月19日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月13日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 22か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 鹿

月　日

12年

9月17日

159.0 163.0

183.0 185.0

19.5 20.4

473 493 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 14.7-14.2

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.4-12.9

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 15.1-14.6

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 13.0-12.7

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 56138 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は菊花賞馬で、産駒にも3頭の菊花賞馬が誕生。おじのイナズマタカオーは重賞3勝を挙げた
JRA育成馬。本馬は雄大な馬体をもつ。昨秋に飛節部の骨折を発症したため遅れて馴致を開始し
たが、既にブランクを感じさせない。「頼もしい」の一言に尽きる優等生。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右脛骨遠位端剥離骨折（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高 ※3ヶ月休養

交突防止帯

64  ビッグキャンドルの11 　父　ダンスインザダーク

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 420 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅱ 0 0 0
3月19日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 鹿

月　日

12年

購買時

158.0 159.5 12月27日

178.0 183.5 13年

19.4 19.5 3月27日

464 503 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23 3/25

駈歩（m） 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400 2000

タイム 14.8-13.9

月日 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30 4/1

駈歩（m） 1200＋坂1000 2400 左寛跛行 - - -

タイム (速歩のみ) (Wマシン) (Wマシン) (Wマシン)

月日 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6 4/7

駈歩（m） - - - - - -

タイム (Wマシン) (速歩のみ) (速歩のみ) (速歩のみ) (速歩のみ) (速歩のみ)

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） - - 1200 2000 2400 2400

タイム (ランジング) (Wマシン)

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58882 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は有馬記念馬で中山の重賞を6勝した新種牡馬。近親にはナリタキングオーがいる。本馬は騎
乗馴致時に牝馬独特の気性の難しさがあったため、丁寧に乗り込んできた。気持ちを前面に出し
て走る。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左帯径部腫瘤を確認（写真あり）

胸　囲

管　囲 左寛跛行（既往）

体　重

体　高 右後管部挫創（痕・X線画像あり）

65  アポインテッドラブの11 　父　マツリダゴッホ

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月27日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 C

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 鹿

月　日

158.0 161.5

178.0 179.0

19.7 20.3

447 462 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 2400 2400

タイム 坂14.1-14.6

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 14.5-13.7 16.2-14.8

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 14.7-13.0 12.5-11.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 52589 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は昨年もストロングリターン（安田記念）など、重賞活躍馬を多数輩出。母は重賞3勝のウインラ
ディウスや5勝を上げたジョウノヴィーナスの全妹。本馬は時折、物見をしたり寂しがったりするが、
全身をつかった美しいフォームで走り能力の高さを感じる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

66  ウインゼフィールの11 　父　シンボリクリスエス

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 630 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月27日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

420

440

460

480

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 青

月　日

12年

9月18日

157.0 159.0 12月27日

180.0 180.0 13年

19.1 19.2 3月20日

424 446 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 左肩筋肉痛 ‐ ‐ -

タイム （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ） (Wマシン)

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） - 1200 800 1200 800 1600

タイム (速歩のみ)

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200 2400 1600 1200 2400

タイム

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 14.7-13.6 13.6-12.1

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 56158 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は妹にブエナビスタ等がいる種牡馬。祖母は3勝馬。本馬は入厩後、放牧中に跛行したため、
じっくり成長を待って騎乗馴致を開始した。その甲斐あり、春先になって馬体が充実した。伸びの
あるきれいな馬体から繰り出すストライドの大きなキャンターは、芝適性を感じさせる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア 後肢装蹄注意（鎮静処置）

馴致開始日 2012年11月19日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右寛跛行（既往）

胸　囲

管　囲 左肩筋肉痛（既往）

体　重

体　高 左後外傷性外側管骨瘤（既往・X線画像あり）

67  ヒミノオトヒメの11 　父　アドマイヤジャパン

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴



− 151 −

購買時 263 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月26日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月26日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

380

400

420

440

460

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 152 −

めす ・ 鹿

月　日

12年

12月11日

159.0 162.0

179.0 181.0

20.0 20.0

465 477 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 13.4-13.6

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.0-14.6 16.1-15.6

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 15.1-13.8 13.6-12.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 52745 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

管　囲

体　重

体　高 咽頭口蓋弓吻側変位を確認

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はディープインパクトの全兄。本馬は父に似たトップラインのきれいなバランスのとれた体型をし
ている。全身を駆使したストライドが大きくダイナミックなキャンターは、見る者を魅了する。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

目標クリアゲート

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴

胸　囲 （内視鏡動画あり）

測　尺 1月1日　→　4月1日 定期検査にて

馴致開始日 2012年10月1日

68  ハートフルビコーの11 　父　ブラックタイド
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購買時 641 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0 吻側変位

3月27日 Ⅰ 0 0 0 吻側変位

4月4日 Ⅰ 0 0 0 吻側変位

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月27日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

騎乗供覧タイム

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項
駈歩時にわずかな異常呼吸音が聴取されることがあります。ノドにわず
かな変形（咽頭口蓋弓吻側変位）が認められるものの、4月4日のトレッド
ミル検査では、喉頭片麻痺は認められていません。

ノド

(内視鏡)

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 154 −

めす ・ 鹿

月　日

12年

12月14日

160.0 161.5

174.0 179.5

18.9 19.0

441 471 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 1200+坂2000 2400 2400

タイム 14.4-14.8

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 2800 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 14.8-14.9 19.2-16.0

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 17.2-14.5 13.7-12.7

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 61141 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は多数の活躍馬を輩出。祖母リグニファイは亜GⅠ馬で、近親にはアルゼンチンの重賞活躍馬
がずらりと並ぶ。本馬はやや肢長ではあるが、皮膚の薄さと気品の高さが印象的。トップラインの
きれいな好馬体から繰り出されるキャンターは素軽く、身体能力の高さを感じさせる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月1日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右前内側管骨瘤（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

69  ミスアリバイの11 　父　ゼンノロブロイ

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴
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購買時 420 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月21日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月21日 両前肢

臨時検査 4月17日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 21か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

右前屈腱太め（腱実質に異常なし）

特記事項

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

400

420

440

460

480

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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めす ・ 鹿

月　日

13年

1月12日

160.5 161.5 3月21日

177.0 173.5

18.8 19.0

427 426 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂1000 左肩筋肉痛 - -

タイム 坂15.2-16.4 (速歩のみ) (速歩のみ) (Wマシン)

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 1200 1200 2400 1200 800 左肩筋肉痛

タイム (Wマシン)

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） - - - - 1200 馬体調整

タイム (速歩のみ) (速歩のみ) (速歩のみ) (速歩のみ) (ランジング)

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 17.2-14.6 13.9-13.3

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58542 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は年度代表馬に2度輝いた。祖母のツルナゴラはヴェルメイユ賞（GⅠ）3着の活躍馬。本馬は薄
い皮膚と父の出たトップラインのきれいな馬体をもつ。牝馬らしく繊細なところがある等、馴致に時
間を要したが、キャンターは非常に柔らかくバネがあり、非凡な能力を感じさせる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日 両前管骨々膜炎（X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高 左肩筋肉痛

70  ルシエルの11 　父　シンボリクリスエス

入厩日 2012年8月30日 病　　　　　歴



− 157 −

購買時 525 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月11日 Ⅰ 0 0 0
3月21日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月21日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

380

400

420

440

460

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 158 −

牡 ・ 栗

月　日

13年

3月6日

160.0 162.5

187.0 190.0

20.6 20.8

518 538 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂15.3-14.8

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.6-14.8 17.9-15.7

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 14.8-12.9 13.4-12.6

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58472 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はＢCジュベナイル（ＧⅠ）を勝利した全米2歳チャンピオン。兄のマーブルファイブ（1勝）は当場
育成馬。本馬は、しっかりした骨格と均整の取れた柔軟な馬体をしている。調教ではダイナミックで
スケールの大きな動きを見せており、大物感が漂う。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右後外側管骨瘤（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

71  ジョーベアトリチェの11 　父　ボストンハーバー

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴



− 159 −

購買時 525 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅱ 0 0 0
3月21日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月21日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

460

480

500

520

540

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 黒鹿

月　日

13年

3月22日

158.0 161.0

181.0 183.5

20.0 20.0

489 519 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 1600 左肩筋肉痛

タイム （Wマシン）

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） - - - 1200 1600 2400

タイム （速歩のみ） （速歩のみ） （速歩のみ）

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 左肩筋肉痛 - 1600 1600 1600 -

タイム （速歩のみ） （速歩のみ） （Wマシン）

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 2400 2400 2000 2000 2400

タイム

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 55593 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は有馬記念でディープインパクトに初の黒星をつけ優勝。4代母のワンスウエドはテイエムオペ
ラオーを輩出。本馬は伸びのあるきれいなラインが好印象。軽快なピッチ走法で、肢先の軽いキャ
ンターをみせる。やや体質に幼いところがあるので、現在はじっくり乗り込んでいる。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左肩筋肉痛

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

72  ドリームエンブレムの11 　父　ハーツクライ

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 630 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月22日 Ⅱ 0 3 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

440

460

480

500

520

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 162 −

牡 ・ 栗

月　日

158.5 162.5

180.0 181.0

19.4 19.8

454 462 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂15.7-15.3

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.1-15.0 15.7-14.0

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.7-13.9 13.8-12.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58915 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は京成杯を勝利しクラッシック戦線で活躍。おじにカットスルー、スリリングアワー（いずれも4勝
馬）がいる母系。本馬は、肢が長くスラッとしておりストライドの大きな美しいフォームで走る。前向
きな気性をしており、勝負根性もある。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

73  プレインエンジェルの11 　父　アドマイヤジャパン

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 210 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月22日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 C

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 1 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

390

410

430

450

470

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 青鹿

月　日

155.0 157.5

178.0 180.0

19.5 19.6

458 480 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂14.6-14.4

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 13.7-13.5 17.0-15.2

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 15.0-13.7 14.3-13.0

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 62389 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はサンデーサイレンスの初期の代表産駒。兄トミーバローズは当場育成馬で2歳新馬勝ち、おじ
に高松宮記念馬サニングデールを輩出する母系。本馬は皮膚が薄く、伸びのあるきれいな馬体を
もつ。調教ではリズミカルで無駄のない美しいフォームで走行する。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

74  モンテドーターの11 　父　ダンスインザダーク

入厩日 2012年7月25日 病　　　　　歴

腹帯注意
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購買時 756 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月22日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 B

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 1 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 166 −

牡 ・ 鹿

月　日

13年

4月1日

156.0 159.0

184.0 188.0

20.0 20.0 馬装具

469 494 装　蹄

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂14.1-14.1

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 右肩筋肉痛 - 800 1600 1200 2400

タイム (速歩のみ) (速歩のみ)

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 15.5-14.3

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 45897 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はパシフィッククラシックなど西海岸の主要GⅠを3勝した名馬。母の血統はスピード色が強い。
本馬は悍性に優れ、前向きなピリッとした気性をしている。背が短く力強い馬体から繰り出される
キャンターは、スピードに優れ、早い時期からの活躍が期待される。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

その他
注射注意
腹帯および騎乗注意

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

右肩筋肉痛（既往）

75  ホッカイカレンの11 　父　ケイムホーム

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 525 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月22日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 1 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

420

440

460

480

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 鹿

月　日

156.0 160.0

176.0 178.0

20.0 20.6

459 463 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 14.3-13.8

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.9-13.4 14.9-14.6

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 3400 3000 1000

タイム 14.6-14.2

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 3400 3400 3400 3400 3000 2000

タイム 12.7-12.3

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58394 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はスプリングS勝馬でディープインパクトの全兄。いとこのタイセイスティングは全日本2歳優駿に
も出走した活躍馬（当場育成馬）。本馬はバランスの良い伸びのある好馬体を持つ。優れた理解
力は当場随一で、調教では騎乗者を信頼し颯爽と駈け抜ける。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

76  エンジェルステージの11 　父　ブラックタイド

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 420 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月18日 Ⅰ 1 0 0
3月19日 Ⅰ 0 1 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月1日 両前肢

化骨評価 B

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 1 　/　 0 1 　/　 1

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 黒鹿

月　日

13年

4月4日

157.0 159.0

178.0 184.0

20.0 20.3

467 497 馬装具

装　蹄

その他

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3000 2200

タイム 15.5-14.0

月日 3/24 3/25 3/26 3/27 3/29 3/30

駈歩（m） 3400 3400 3000 3400 3400 3400

タイム 13.7-13.1 14.7-14.5

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 3400 3000 3400 1000 左後繋靱帯脚炎 －

タイム 14.6-14.2 （Wマシン） （ランジング）

月日 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13 4/14

駈歩（m） 1000 3400 3400 3400 3000 2000

タイム

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 60869 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はミスタープロスペクターの直仔で、その母は英3歳牝馬チャンピオン。母は3勝馬で祖母は重賞
3勝のスエヒロコマンダーを輩出。本馬は父譲りの骨量豊かな好馬体と器の大きい落ち着きのある
性格の持ち主。調教では柔軟かつ力強い動きを見せ、その走りは自信に満ち溢れている。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年9月20日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左後繋靱帯脚炎（既往・X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高 ※陳旧性左第１趾節種子骨々折を確認

77  イナズマローレルの11 　父　アルデバラン

入厩日 2012年8月31日 病　　　　　歴
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購買時 1082 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

10月19日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 1 1

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月11日 両前肢

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

宮崎育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 1 1 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

430

450

470

490

510

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 栗

月　日

12年

購買時

156.5 159.0

177.0 179.0

18.8 19.0

434 450 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂14.6-14.4

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.6-14.8 17.0-15.2

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 15.0-13.7 14.3-13.0

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 53799 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は、芝･ダート・国内外でGⅠを６勝した名馬。本馬は初仔で、近親にはファルコンSを制したアド
マイヤホクトの名も連なる。幼いながらも気品があり、セリでも好馬体が目をひいた1頭。後肢の踏
込みがよく、関節の柔軟性に富み、しなやかで無駄のないフォームで走る。

最近の調教概況

悪　癖 右陰睾

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2013年9月10日

測　尺 1月1日　→　4月1日 右後種子骨（外）グレード3を確認

胸　囲

管　囲

体　重

体　高 （X線画像あり）

78  ラインクリスタルの11 　父　アグネスデジタル

入厩日 2012年7月25日 病　　　　　歴
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購買時 735 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月22日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

390

410

430

450

470

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 芦

月　日

156.0 157.5

180.0 182.5

19.1 19.1

461 469 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂13.8-13.9

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 14.0-13.8 17.2-14.9

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 17.8-14.9 13.9-12.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58228 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はパリ大賞を勝利し、種牡馬としては仏ダービー馬を2頭輩出。本馬はダイワメジャーを送り出
す4代母スカーレットインクの母系出身。入厩当初は幼さが残っていたが次第に前向きな気性を出
し、併せ馬でも力強く走っている。後躯の動きは柔らかく力強さも兼ね備えている。

最近の調教概況

悪　癖 出臍

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

79  ガクエングレイスの11 　父　チチカステナンゴ

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 315 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 1 0
3月19日 Ⅰ 1 3 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月19日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

410

430

450

470

490

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 



− 176 −

牡 ・ 鹿

月　日

13年

2月6日

153.5 155.0

180.0 182.5

20.0 20.0

473 497 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 2400 左前深管骨瘤 - -

タイム （速歩のみ） （速歩のみ） (Wマシン)

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） - - - - - -

タイム (Wマシン) (速歩のみ) (Wマシン) (Wマシン) （速歩のみ） (Wマシン)

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） - - 800 1600 1600 1600

タイム (速歩のみ) (速歩のみ)

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 2400 2400 2000 2000 2400

タイム

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 51129 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父は2～3歳時に米GⅠを3勝した活躍馬。後躯の筋肉が目をひく本馬は、これまで順調に調教して
きたが、春先に肢元に疲れが出たため一息入れた。騎乗者の扶助に対して従順で、勝負根性もあ
る。柔らかく弾むようなキャンターは今後の活躍が期待される。

最近の調教概況

悪　癖 注射注意（枠場）

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左前深管骨瘤（X線画像あり）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

80  オンワードシルフィの11 　父　ケイムホーム

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 693 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
4月11日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月19日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 23か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

420

440

460

480

500

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 鹿

月　日

151.5 153.5

174.5 179.5

18.3 18.4

431 451 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂16.3-16.9

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2800 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.0-14.8 20.9-16.9

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.0-14.4 14.0-13.2

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 58856 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はブエナビスタの半兄にあたる良血馬。本馬は均整の取れた馬体をしているが、1歳時はやや
小ぶりであったため、馬の成長に合わせて、じっくり調教を進めてきた。その効果もあり、成長とと
もに前向きな姿勢も出てきた。また、脚さばきが軽く、軽快なフットワークをしている。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

81  シルバーインゴットの11 　父　アドマイヤジャパン

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 210 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月19日 Ⅰ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月19日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 A

(検査時： 25か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

390

410

430

450

470

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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牡 ・ 栗

月　日

13年

3月28日

150.0 154.5

176.0 181.0

19.2 19.3

427 448 馬装具

装　蹄

その他

坂：屋内坂路馬場を使用

月日 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22 3/23

駈歩（m） 2000 2400 1200+坂2000 2400 3200 2400

タイム 坂15.3-14.8

月日 3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30

駈歩（m） 2000 1200＋坂1000 2400 1200＋坂1000 3200 2400

タイム

月日 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 4/6

駈歩（m） 2000 1200＋坂2000 2400 1600 2200 2400

タイム 15.3-14.4 15.7-14.0

月日 4/7 4/8 4/9 4/11 4/12 4/13

駈歩（m） 2400 1800 1800 2000 2000 2400

タイム 16.7-13.9 13.8-12.5

※ 中段：総駈歩距離（駈歩は２，３本に分けて実施）

MC 3921180100 51596 下段：スピード調教時の最終２ハロンのタイム

個体情報の見方については、4～11ページをご覧いただくか、装鞍所内の情報開示室にて担当者にお尋ね下さい。

父はサドラーズウェルズの成功種牡馬。本馬は入厩当初、体型に幼さが残っていたので無理せず
じっくり基礎体力を培ってきた。併せ馬では負けず嫌いな面も見せており、勝負根性もある。瞬発
力とスピードも兼ね備えており、最近では、BMSのアグネスタキオンにも似てきた。

最近の調教概況

悪　癖

　　育成場からのコメント

ゲート 目標クリア

馴致開始日 2012年10月22日

測　尺 1月1日　→　4月1日 左飛節後腫（既往）

胸　囲

管　囲

体　重

体　高

82  プリンセスヴェールの11 　父　オペラハウス

入厩日 2012年8月29日 病　　　　　歴
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購買時 431 万円（税込） 　　・ 　　・

検査項目 実施日 ※LH DDSP AE ELE その他

12月10日 Ⅰ 0 0 0
3月22日 Ⅱ 0 0 0

検査項目 検査内容 実施日 検査肢

定期検査 3月22日 両前肢

坂：屋内坂路馬場を使用

化骨評価 Ｂ

(検査時： 24か月齢)

種子骨評価 左（外/内） 右（内/外）

日高育成牧場

特記事項

前肢 0 　/　 0 0 　/　 0

評価

屈腱

（エコー）

異常なし

※ＬＨの表記を変更しました。　Ⅰ＝ 旧グレード0、Ⅱ＝1、Ⅲ＝2

特記事項

ノド

(内視鏡)

騎乗供覧タイム

380

400

420

440

460

9/15 10/15 11/15 12/15 1/15 2/15 3/15

体重の推移 
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ここからのページでは上場番号１～８番のJRAホームブレッド（日高育成牧場生産馬）
について、出生～1歳夏までの管理を中心にご案内いたします。

JRAホームブレッドのご案内

○JRAホームブレッド飼料給与・放牧実施状況（当歳）

ビ　ー　ト　パ　ル　プ ： テンサイから砂糖を抽出したあとに残る副産物。
  消化しやすい繊維を多く含む。
エースクリープ ： 離乳食。
ス　タ　ム　30 ： ビタミン、ミネラルを多く含むバランサー。

☆飼料解説

 0 0 0.1 0 0.3 0 0.1

 0 0 0 0 0.0 0 0

 0 0 0.3 0 0.9 1 0.1

 0 0 0.1 0 0.3 0 0.1

 0 0 0.6 0 1.7 2 0.1

 0 0 0.3 0 0.9 1 0.1

 0 0 0.9 0 2.6 3 0.1

 0 0 0.6 0 1.7 2 0.1

 0 0 0.9 0 2.6 3 0.1

 0 0 0.5 0.25 2.1 1 0.1

 0 0 0 1 2.8 1 0

 0 0 0 1 2.8 1 0

 1 0.3 0 1 6.5 5 1

 1 0.3 0 1 6.5 5 1

 1.5 0.3 0 1 8.0 5 1

 1.5 0.3 0 1 8.0 5 1

２月出生群

３月出生群

２月出生群

３月出生群

２月出生群

３月出生群

２月出生群

３月出生群

離乳前

離乳後

全馬

全馬

昼夜放牧群

昼放牧+WM群

昼夜放牧群

昼放牧+WM群

燕麦月

2011
４月

５月

６月

７月

８月

10月

９月

11月

12月

ビート
パルプ

エース
クリープ

スタム
30

可消化
エネルギー
（Mcal）

乾草 ルー
サン 放牧形態・時間 備考

昼夜放牧：20時間
（13:00～9:00）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）

昼夜放牧：20時間
（13:00～9:00）

昼夜放牧：20時間
（13:00～9:00）

昼夜放牧：20時間
（13:00～9:00）

昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）

昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）

成長度・健康度を考慮し、
順次昼夜放牧開始

クリープフィーディング開始

成長度・健康度を考慮し、
順次昼夜放牧開始

夏期は吸血昆虫を考慮し、
状況によって放牧時間を短縮

成長度・健康度・性格を考慮し、
段階的に（2頭ずつ）離乳

WM30分（時速5km）

WM45分（時速5.5km）

クリープフィーディング開始

離乳直後は2頭単位で
収放牧実施

○JRAホームブレッド飼料給与・放牧実施状況（1歳（7月まで））

昼夜放牧群

昼放牧+WM群

昼夜放牧群

昼放牧+WM群

昼夜放牧群

昼放牧+WM群

全馬

全馬

全馬

全馬

月

2012
１月

２月

３月

７月

６月

５月

４月

放牧形態・時間 備考

昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼夜放牧：20時間
（13:00～8:30）

WM60分（時速6km）

WM60分（時速6km）

WM60分（時速6km）

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 1 0.3 0 1 6.5 5 1

 0 0 0 1 2.8 1 0

 0 0 0 1 2.8 1 0

 1 0 0 1 5.7 1 0

燕麦 ビート
パルプ

エース
クリープ

スタム
30

可消化
エネルギー
（Mcal）

乾草 ルー
サン
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ここからのページでは上場番号１～８番のJRAホームブレッド（日高育成牧場生産馬）
について、出生～1歳夏までの管理を中心にご案内いたします。

JRAホームブレッドのご案内

○JRAホームブレッド飼料給与・放牧実施状況（当歳）

ビ　ー　ト　パ　ル　プ ： テンサイから砂糖を抽出したあとに残る副産物。
  消化しやすい繊維を多く含む。
エースクリープ ： 離乳食。
ス　タ　ム　30 ： ビタミン、ミネラルを多く含むバランサー。

☆飼料解説

 0 0 0.1 0 0.3 0 0.1

 0 0 0 0 0.0 0 0

 0 0 0.3 0 0.9 1 0.1

 0 0 0.1 0 0.3 0 0.1

 0 0 0.6 0 1.7 2 0.1

 0 0 0.3 0 0.9 1 0.1

 0 0 0.9 0 2.6 3 0.1

 0 0 0.6 0 1.7 2 0.1

 0 0 0.9 0 2.6 3 0.1

 0 0 0.5 0.25 2.1 1 0.1

 0 0 0 1 2.8 1 0

 0 0 0 1 2.8 1 0

 1 0.3 0 1 6.5 5 1

 1 0.3 0 1 6.5 5 1

 1.5 0.3 0 1 8.0 5 1

 1.5 0.3 0 1 8.0 5 1

２月出生群

３月出生群

２月出生群

３月出生群

２月出生群

３月出生群

２月出生群

３月出生群

離乳前

離乳後

全馬

全馬

昼夜放牧群

昼放牧+WM群

昼夜放牧群

昼放牧+WM群

燕麦月

2011
４月

５月

６月

７月

８月

10月

９月

11月

12月

ビート
パルプ

エース
クリープ

スタム
30

可消化
エネルギー
（Mcal）

乾草 ルー
サン 放牧形態・時間 備考

昼夜放牧：20時間
（13:00～9:00）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）

昼夜放牧：20時間
（13:00～9:00）

昼夜放牧：20時間
（13:00～9:00）

昼夜放牧：20時間
（13:00～9:00）

昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）

昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）

成長度・健康度を考慮し、
順次昼夜放牧開始

クリープフィーディング開始

成長度・健康度を考慮し、
順次昼夜放牧開始

夏期は吸血昆虫を考慮し、
状況によって放牧時間を短縮

成長度・健康度・性格を考慮し、
段階的に（2頭ずつ）離乳

WM30分（時速5km）

WM45分（時速5.5km）

クリープフィーディング開始

離乳直後は2頭単位で
収放牧実施

○JRAホームブレッド飼料給与・放牧実施状況（1歳（7月まで））

昼夜放牧群

昼放牧+WM群

昼夜放牧群

昼放牧+WM群

昼夜放牧群

昼放牧+WM群

全馬

全馬

全馬

全馬

月

2012
１月

２月

３月

７月

６月

５月

４月

放牧形態・時間 備考

昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼間放牧：7時間
（8:30～15:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼夜放牧：22時間
（10:30～8:30）
昼夜放牧：20時間
（13:00～8:30）

WM60分（時速6km）

WM60分（時速6km）

WM60分（時速6km）

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 2 0.3 0 1 9.5 5 1

 1 0.3 0 1 6.5 5 1

 0 0 0 1 2.8 1 0

 0 0 0 1 2.8 1 0

 1 0 0 1 5.7 1 0

燕麦 ビート
パルプ

エース
クリープ

スタム
30

可消化
エネルギー
（Mcal）

乾草 ルー
サン
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牡・鹿

月　日

11年　7月～

9月 離乳

1

356

種付日

出生日

バクシンスクリーンの11 父　アルデバラン/ 母父　サクラバクシンオー

放牧管理

【 放牧 】グ プ

2011年3月15日

妊娠期間

2010年3月24日

昼夜放牧

11月～

97.0 140.0

83.0 151.0

12.5 17.3 12年 　 3月

48 311 7月 育成厩舎移動

測　尺

体　高

胸　囲

出生翌日→当歳12月末

昼夜放牧（7月まで継続）

【昼放牧+Wマシン】グループ

※厳冬期の管理についてはP193～をご参照ください

   (厳冬期管理)   

管　囲

体 重 48 311 7月

母はバネがあり、性格的にも強気な馬で、将来の活躍を嘱望されたが、セール直前の跛行により
残念ながら上場を見送った期待馬。本馬は初仔であり、馬格には恵まれていないものの、柔軟性
に富み、放牧地では強気に他馬を追いかける風景も見かけられた。

出生時母馬データ（４歳） 体重：599→538kg 体高：165cm

　　初期～中期育成担当者からのコメント

育成厩舎移動

産歴：初産

体　重

写真

離乳後（ 齢）誕生時（ 齢） 齢 離乳後（６ヶ月齢）誕生時（1日齢） ３ヶ月齢

250
300 
350 
400 
450 
500 

出生日から育成厩舎移動日までの体重の推移

0 
50 

100 
150 
200 
250 

0 10 20 30 40 50 60

週齢

当歳 1歳
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牡・栗

月　日

11年　6月～

8月 離乳

ラストローレンの11 父　アルデバラン/ 母父　ラストタイクーン

放牧管理

2011年4月9日

種付日

出生日

妊娠期間

2

352

2010年4月22日

昼夜放牧

【 夜放牧】グ プ11月～

107.0 142.0

86.0 154.0

13.0 18.0 12年 　 3月

60 333 7月

昼夜放牧（7月まで継続）

育成厩舎移動

測　尺

体　高

胸　囲

管　囲

出生翌日→当歳12月末 【昼夜放牧】グループ(厳冬期管理)

※厳冬期の管理についてはP193～をご参照ください

体 重 60 333 7月

産歴：6産

育成厩舎移動体　重

母は育成馬時代 柔軟で瞬発力のある馬であったが、残念ながら売却できなかった。本馬は生後
より骨量豊富で筋肉質な馬体が目立った。成長は順調そのものであり、厳寒期の昼夜放牧を実施。
さらに強靭な肉体および精神を身につけている。

出生時母馬データ（11歳） 体重：681→590kg 体高：160cm

　　初期～中期育成担当者からのコメント

写真

離乳後（ 齢）誕生時（ 齢） 齢 離乳後（６ヶ月齢）誕生時（1日齢） ３ヶ月齢
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当歳 1歳
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牡・鹿

月　日

11年　6月～

8月 離乳

種付日

出生日 2011年3月7日

3

343

フレンドリータッチの11 父　アルデバラン/ 母父　ワツスルタツチ

放牧管理

【 夜放牧】グ プ

妊娠期間

2010年3月29日

昼夜放牧

11月～

105.0 147.0

89.0 162.0

13.5 19.0 12年 　 3月

64 367 7月

出生翌日→当歳12月末

※厳冬期の管理についてはP193～をご参照ください

育成厩舎移動

測　尺

体　高

胸　囲

昼夜放牧（7月まで継続）

【昼夜放牧】グループ(厳冬期管理)

管　囲

体 重 64 367 7月

　　初期～中期育成担当者からのコメント

出生時母馬データ（12歳） 体重：639→554kg 体高：163cm 産歴：7産

育成厩舎移動体　重

母はバネがあり、性格的にも強気な馬。本馬は母に似た気性を受け継ぎながらも、人には従順で
あり、生後より雄大な馬体が目立った。成長は順調そのものであり、厳寒期の昼夜放牧を実施。
さらに強靭な肉体および精神を身につけている。

写真

離乳後（ 齢）誕生時（ 齢） 齢 離乳後（６ヶ月齢）誕生時（1日齢） ３ヶ月齢
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出生日から育成厩舎移動日までの体重の推移
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当歳 1歳
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めす・鹿

月　日

11年　6月～

9月 離乳

種付日

出生日 2011年3月15日

4

346

フジティアスの11 父　アルデバラン/ 母父　フジキセキ

放牧管理

【 夜放牧】グ プ

妊娠期間

2010年4月3日

昼夜放牧

11月～

100.0 142.0

84.0 160.0

12.5 18.0 12年 　 3月

53 342 8月

出生翌日→当歳12月末

※厳冬期の管理についてはP193～をご参照ください

育成厩舎移動

測　尺

体　高

胸　囲

昼夜放牧（8月まで継続）

【昼夜放牧】グループ(厳冬期管理)

管　囲

体 重 53 342 8月

　　初期～中期育成担当者からのコメント

出生時母馬データ（11歳） 体重：727→655kg 体高：162cm 産歴：6産

育成厩舎移動体　重

母は多くの活躍馬を輩出するフジキセキの産駒であり、非常に雄大な馬体を持つ。本馬は母の血
を受け継ぎ、生後より雄大な馬体が目立った。成長は順調そのものであり、厳寒期の昼夜放牧を
実施。さらに強靭な肉体および精神を身につけている。

写真

離乳後（ 齢）誕生時（ 齢） 齢 離乳後（６ヶ月齢）誕生時（1日齢） ３ヶ月齢
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当歳 1歳
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めす・栗

月　日

11年　6月～

9月 離乳

種付日

出生日 2011年4月15日

5

349

ワンモアベイビーの11 父　アルデバラン/ 母父　ジェネラス

放牧管理

【 夜放牧】グ プ

妊娠期間

2010年5月1日

昼夜放牧

11月～

104.0 144.0

88.0 157.0

12.5 17.5 12年 　 3月

57 300 8月

出生翌日→当歳12月末

※厳冬期の管理についてはP193～をご参照ください

育成厩舎移動

測　尺

体　高

胸　囲

昼夜放牧（8月まで継続）

【昼夜放牧】グループ(厳冬期管理)

管　囲

体 重 57 300 8月

　　初期～中期育成担当者からのコメント

出生時母馬データ（14歳） 体重：637→567kg 体高：162cm 産歴：9産

育成厩舎移動体　重

母は育成馬時代、そのバランスのとれた馬体から将来を期待されたが残念ながら売却されなかっ
た。本馬はそのバランスを受け継ぎ、生後より筋肉の質が良く、素軽い馬に成長した。厳寒期の
昼夜放牧を実施し、厳しい環境でさらに身体・精神に磨きをかけた。

写真

離乳後（ 齢）誕生時（ 齢） 齢 離乳後（６ヶ月齢）誕生時（1日齢） ３ヶ月齢
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めす・黒鹿

月　日

11年　6月～

8月 離乳

ビューティコマンダの11 父　アルデバラン/ 母父　コマンダーインチーフ

放牧管理種付日

出生日

妊娠期間

6

2010年3月28日

昼夜放牧

【 放牧 】グ プ

2011年2月23日

332

11月～

98.0 144.0

81.5 155.0

11.5 18.0 12年 　 3月

46 320 8月体 重

昼夜放牧（8月まで継続）

体　高

胸　囲

   (厳冬期管理)   

育成厩舎移動

管　囲

測　尺 出生翌日→当歳12月末 【昼放牧+Wマシン】グループ

※厳冬期の管理についてはP193～をご参照ください

46 320 8月

産歴：初産

体　重

母はラインのきれいな馬体を持ち、将来の活躍を嘱望されたが、セール直前の跛行により残念な
がら上場を見送った期待馬であった。本馬は初仔だが、しっかりした馬格で柔軟性に富み、放牧
地では機敏な動きを見せていた。厳寒期にはWマシンを使用し、しっかりと運動量を確保した。

　　初期～中期育成担当者からのコメント

育成厩舎移動

出生時母馬データ（4歳） 体重：627→554kg 体高：167cm

写真

離乳後（ 齢）誕生時（ 齢） 齢 離乳後（６ヶ月齢）誕生時（1日齢） ３ヶ月齢
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めす・鹿

月　日

11年　7月～

9月 離乳

キセキスティールの11 父　アルデバラン/ 母父　フジキセキ

放牧管理種付日

出生日

妊娠期間

7

2010年5月26日

昼夜放牧

【 放牧 】グ プ

2011年4月29日

338

11月～

100.0 144.0

83.0 155.0

12.5 18.0 12年 　 3月

54 316 8月体 重

昼夜放牧（8月まで継続）

体　高

胸　囲

   (厳冬期管理)   

育成厩舎移動

管　囲

測　尺 出生翌日→当歳12月末 【昼放牧+Wマシン】グループ

※厳冬期の管理についてはP193～をご参照ください

54 316 8月

産歴：8産

体　重

母は皮膚が薄く、精神的にも勝ち気な性格。本馬は母と父の良い部分を受け継いでおり、大きな
問題も無く順調に成長した。さらに、厳寒期にはWマシンを使用し、しっかりと運動量を確保した。
1歳夏には放牧地でスピード豊かに駈け回っていた。

　　初期～中期育成担当者からのコメント

育成厩舎移動

出生時母馬データ（11歳） 体重：658→583kg 体高：160cm

写真

離乳後（ 齢）誕生時（ 齢） 齢 離乳後（６ヶ月齢）誕生時（1日齢） ３ヶ月齢
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【昼夜放牧】から【昼放牧】へ

切り替えた後の一時的な体重減少

当歳 1歳
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めす・芦

月　日

11年　6月～

8月 離乳

2010年4月20日

昼夜放牧

【 放牧 】グ プ

2011年3月20日

種付日

出生日

妊娠期間

8

334

エポックサクラの11 父　アルデバラン/ 母父　サクラバクシンオー

放牧管理

11月～

99.0 148.0

90.0 162.0

13.0 18.2 12年 　 3月

62 351 8月

出生翌日→当歳12月末 【昼放牧+Wマシン】グループ

※厳冬期の管理についてはP193～をご参照ください

管　囲

測　尺

体　高

胸　囲

   (厳冬期管理)   

昼夜放牧（8月まで継続）

育成厩舎移動体 重 62 351 8月

出生時母馬データ（10歳） 体重：728→641kg 体高：164cm

　　初期～中期育成担当者からのコメント

育成厩舎移動

産歴：6産

体　重

母は雄大な馬体を持ち、勝ち気な性格。本馬は母の血を受け継ぎ、生後より雄大な馬体が目立っ
た。成長は順調そのものであり、本馬は母と父の良い部分を受け継いでおり、大きな問題も無く順
調に成長した。さらに、厳寒期にはWマシンを使用し、しっかりと運動量を確保した。

写真

離乳後（ 齢）誕生時（ 齢） 齢 離乳後（６ヶ月齢）誕生時（1日齢） ３ヶ月齢
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【昼夜放牧】から【昼放牧】へ

切り替えた後の一時的な体重減少

当歳 1歳
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厳寒期における当歳馬の放牧管理に関する研究

【研究の背景】　
近年、生産地では“強い馬づくり”の一貫として、春～秋にかけての昼夜放牧管理が
多くの牧場で実践されております。一方で厳寒期においては、ごく少数の牧場を除い
たほとんどの牧場で慣習的に昼間のみの放牧管理がなされています。我が国における
主要な競走馬生産地である北海道は、世界的に最も寒冷な生産地域の１つですが、厳
寒期の放牧環境がどのような影響をもたらすかについて検証された報告はありません。
そこで、我々JRAは日高育成牧場においてJRAホームブレッドの当歳馬を用い、厳寒
期における生理学的データ等について検討することで、より良い飼養管理法を生産地
に還元できるよう検討致しました。

【研究の概要】
厳寒期の２ヶ月間（平成22年11月22日～平成23年１月21日）、日高育成牧場繋養の

当歳馬8頭を各4頭ずつ、2群に分けて放牧管理を行いました。群の設定は ①昼夜放牧
群（放牧22時間、馬房内休養2時間）②昼放牧＋ウォーキング・マシン（ＷＭ）併用
群（放牧7時間、ＷＭ運動１時間（約6km/h）、馬房内休養16時間）としました。な
お、WM併用群には実験期間中毎日ＷＭ運動を実施し、様々な生理学的データ（移動
距離 ・毛艶 ・体重・成長ホルモン様作用のあるホルモン濃度（プロラクチン）・自
律神経活動など）の違いについて検討致しました。

【生理学的データの差は？】
○ 様々なデータで違いが認められました。
・移動距離はGPSを装着して測定しました。１日の移動距離は昼夜放牧群で約7～
10km程度であり、ＷＭ併用群で約3～4km程度でしたが、ＷＭの運動量を合計する
と概ね同様でした。
・毛艶はＷＭ併用群で明らかに良好な傾向がありました。
・体重は昼夜放牧群において増体量が停滞する傾向が認められました。
・プロラクチン濃度（成長ホルモン様作用あり）はＷＭ併用群で有意に高い値でした。
・自律神経活動は昼夜放牧群で副交感神経活動が高い傾向が認められました。

【考察および今後について】
データを総合的に判断しますと、昼夜放牧群は昼放牧にＷＭを併用した群と比較し
て副交感神経活動が優勢であり、基礎的な代謝が低下していることが推察されました。
また、ＷＭ併用群においてプロラクチン濃度が上昇したことは、厳寒期において昼放
牧に加えて人為的な運動を負荷する有用性を示唆するものと考えられました。今後も
同様な研究を続けることで、厳寒期のより良い飼養管理について検討していきたいと
考えています。

ホームブレッドを用いた生産育成研究

育

　
　成

　
　期

誕生 初期育成 誕生から離乳までの約6カ月間
✓　出生直後からの各所見（喉・腱・骨など）の変化
✓　肢勢と発育整形外科的疾患（DOD）の関連
✓　Rhodococcus equiの疫学調査
✓　乳汁のpH・Brix値による分娩時期の推定

離乳

中期育成 離乳からブレーキングまでの約12カ月間
✓　GPSを用いた行動観察
✓　厳冬期の放牧管理の違いが成長に及ぼす影響
✓　コンフォメーションが競走期に及ぼす影響

後期育成 調教し競走馬になるまでの約8カ月間
✓　V200を用いた調教進度調査
✓　育成馬へのライトコントロール法の応用
✓　アスタキサンチンによるスクミの予防競走期

ブレーキング

3Dエコーによる胎児の観察 ホルモン処置による乳母

GPSを用いた行動観察 厳冬期の放牧管理
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厳寒期における当歳馬の放牧管理に関する研究

【研究の背景】　
近年、生産地では“強い馬づくり”の一貫として、春～秋にかけての昼夜放牧管理が
多くの牧場で実践されております。一方で厳寒期においては、ごく少数の牧場を除い
たほとんどの牧場で慣習的に昼間のみの放牧管理がなされています。我が国における
主要な競走馬生産地である北海道は、世界的に最も寒冷な生産地域の１つですが、厳
寒期の放牧環境がどのような影響をもたらすかについて検証された報告はありません。
そこで、我々JRAは日高育成牧場においてJRAホームブレッドの当歳馬を用い、厳寒
期における生理学的データ等について検討することで、より良い飼養管理法を生産地
に還元できるよう検討致しました。

【研究の概要】
厳寒期の２ヶ月間（平成22年11月22日～平成23年１月21日）、日高育成牧場繋養の

当歳馬8頭を各4頭ずつ、2群に分けて放牧管理を行いました。群の設定は ①昼夜放牧
群（放牧22時間、馬房内休養2時間）②昼放牧＋ウォーキング・マシン（ＷＭ）併用
群（放牧7時間、ＷＭ運動１時間（約6km/h）、馬房内休養16時間）としました。な
お、WM併用群には実験期間中毎日ＷＭ運動を実施し、様々な生理学的データ（移動
距離 ・毛艶 ・体重・成長ホルモン様作用のあるホルモン濃度（プロラクチン）・自
律神経活動など）の違いについて検討致しました。

【生理学的データの差は？】
○ 様々なデータで違いが認められました。
・移動距離はGPSを装着して測定しました。１日の移動距離は昼夜放牧群で約7～
10km程度であり、ＷＭ併用群で約3～4km程度でしたが、ＷＭの運動量を合計する
と概ね同様でした。
・毛艶はＷＭ併用群で明らかに良好な傾向がありました。
・体重は昼夜放牧群において増体量が停滞する傾向が認められました。
・プロラクチン濃度（成長ホルモン様作用あり）はＷＭ併用群で有意に高い値でした。
・自律神経活動は昼夜放牧群で副交感神経活動が高い傾向が認められました。

【考察および今後について】
データを総合的に判断しますと、昼夜放牧群は昼放牧にＷＭを併用した群と比較し
て副交感神経活動が優勢であり、基礎的な代謝が低下していることが推察されました。
また、ＷＭ併用群においてプロラクチン濃度が上昇したことは、厳寒期において昼放
牧に加えて人為的な運動を負荷する有用性を示唆するものと考えられました。今後も
同様な研究を続けることで、厳寒期のより良い飼養管理について検討していきたいと
考えています。

ホームブレッドを用いた生産育成研究

育

　
　成

　
　期

誕生 初期育成 誕生から離乳までの約6カ月間
✓　出生直後からの各所見（喉・腱・骨など）の変化
✓　肢勢と発育整形外科的疾患（DOD）の関連
✓　Rhodococcus equiの疫学調査
✓　乳汁のpH・Brix値による分娩時期の推定

離乳

中期育成 離乳からブレーキングまでの約12カ月間
✓　GPSを用いた行動観察
✓　厳冬期の放牧管理の違いが成長に及ぼす影響
✓　コンフォメーションが競走期に及ぼす影響

後期育成 調教し競走馬になるまでの約8カ月間
✓　V200を用いた調教進度調査
✓　育成馬へのライトコントロール法の応用
✓　アスタキサンチンによるスクミの予防競走期

ブレーキング

3Dエコーによる胎児の観察 ホルモン処置による乳母

GPSを用いた行動観察 厳冬期の放牧管理
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【体重】
＊昼夜放牧群では厳寒期（12月中旬～1月初旬）に停滞・減少を認めました。
＊一方、ＷＭ併用群は全体的には順調に増加しましたが、開始当初に一時的な減少を認めました。

 
【成長に関わるホルモン濃度（プロラクチン濃度）】
＊昼夜放牧群と比較して、WＭ併用群ではプロラクチンが高い傾向にありました。

 

【自律神経活動】
＊昼夜放牧群：副交感神経活動を示す指標（ＨＦ値）が上昇しており、副交感神経活動が優
勢でした。一方、ＷＭ併用群のHF値に大きな変化はありませんでした。

 参考図表
【大雪の日の昼夜放牧群の様子】
 

【移動距離】
＊昼夜放牧群：約７～10km程度（●）の移動距離でした。
＊WＭ併用群：約3～4km程度（◆）でしたが、WMでの運動量を足すとほぼ同様でした（■）
 

【毛づや】　
＊昼夜放牧群はWＭ併用群と比較して明らかに毛量が多く、毛艶が悪い傾向にありました。

昼夜放牧群：フジティアスの10 WＭ併用群：ユメノセテアラムの10
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　JRAでは、JRA育成馬を用いて生産育成に係わ
る調査研究や技術開発を行い、得られた成果を各
地の講習会などを通して普及しています。本内容
はJBBA NEWS2012年１月号（P48～49）にも掲
載いたしましたが、繁殖シーズンということで再
掲載させて頂きます。JRAでは一昨年からこの方
法の普及を開始し、JBBA NEWSのほか、テレビ
やネット媒体でも紹介されました。分娩前の乳汁
pHの変化を観察することにより、分娩日を精度よ
く予測できる技術で、分娩監視による負担が著し
く軽減されるため、生産者の皆様から好評を得て
おります。
　昨年JBBA会員向けに実施したアンケート調査
（ご回答：98件）でも、約５割の牧場で活用され
ていることがわかりました。今回再度ご案内させ
ていただきます。分娩の際に是非ご利用頂ければ
幸いです。

○採乳およびpH値の測定手順
・ pHの測定：特殊な機器は不要であり、市販の
pH試験紙（6.2～7.6の範囲の測定が可能なpH-
BTB試験紙）により乳汁のpH値を測定しま
す。pH値が6.4に達していなければ、24時間
以内の分娩確率は１％未満です。そのことか
ら、検査日の分娩監視は概ね不要と判断できま
す（図１）。

【測定手順】
・採乳方法

　① 採乳者および乳頭の消毒
　採乳前には必ず石ケン等で手・指を洗浄
し、乳頭を逆性石ケンで濡らしたガーゼで
拭きます。また、軽く乳頭をマッサージし
て、乳腺を活性化させます。          

　② 乳汁の採取
　採乳側の後肢を後踏みさせてから採乳し
ます（図２）。初産の場合には、必要であれば
肩を取ったり、鼻ネジ、枠場での保定を行
い、徐々に慣らしていきます。乳汁の採取は、
新生子の吸乳に対する馴致にもなります。

　③ 乳汁中のゴミの除去
　採取した容器から別の測定用の容器に移す
際に、ガーゼでろ過し、ゴミを除去します。

～ ポイント ～

 ○ 本方法は非常に簡便です！

 ○ 乳汁を採取し、pＨを測定するだけです

）用使を紙験試Hpの販市（  　

 ○ pＨ試験紙は安価で、入手も簡単です

　  （インターネット等で簡単に購入可能です）。

　 ★pH >6.4　であれば  ⇒

　 　　24時間以内の分娩確率は、

　　　 1%未満です。

　 ※上記値の場合、検査日の分娩監視は概ね
　 　不要と判断できます。

JRAからの生産育成研究成果報告

愛馬の分娩日が気になりませんか？ ～分娩日の推定について～

 図１：分娩10日前からの乳汁中pH値の推移（イメージ図）
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・pH値の測定手順と分娩日の推定

　① pH試験紙を乳汁に浸す
　容器に入った乳汁中にpH-BTB試験紙（pH 
6.2～7.6で測定可能）を１～２秒浸します。

　② 標準色との比較によるpH値の判定
　pH試験紙を浸した直後の色調を標準色と
比較して、乳汁のpH値を確認します（図３）。

　※  乳汁にワックス（乳ヤニ）などが混入してお
り、油性が強い場合には正しく測定できな
い場合もあります。

　※  漏乳にも注意が必要です。漏乳が認められ
る場合は値が正確でないことがあります。

　③ 分娩日の推定
　pH値が6.4に達してから48、72時間以内に
出産する確率はそれぞれ85％、98％となりま
す。
pH値が6.4に達していなければ24時間以内に
分娩する確率は１％未満となります。

＜参考＞
○Brix値測定による初乳の質の評価について
　ｐHと一緒にBrix値の測定も実施しますと、
分娩予知だけでなく初乳の質（免疫グロブリ
ン：IgG濃度）の推定も可能です。新生子馬が
哺乳以前の初乳中 Brix 値が20％以上であれ
ば、良質の初乳であることが推測できます。一
方、Brix値が20％より低値であれば、状況に
応じて冷凍保存初乳や血漿輸液の投与が必要と
なります。下記に表（表１）を添付致しますので
参考にして頂ければ幸いです。

Brix値（%） 推定IgG濃度（mg/dl） 初乳の質 備考

＜10 0 劣悪 冷凍初乳（1,000ml）給与

10～15 0～3,000 不良 冷凍初乳（500ml）給与

15～20 3,000～5,000 不良に近い 冷凍初乳（500ml）給与

20～25 5,000～8,000 良好 冷凍保存用として利用可

＞25 ＞8,000 非常に良好 冷凍保存用として最適

表１：Brix値と初乳の質

【測定手順】
　①  採乳後にガーゼ濾過によってゴミを除去し
た乳汁0.3mlを糖度計の測定面にたらす。

　②  デジタル式（図４）では３秒後にBrix値が画
面に表示され、アナログ式（図５）では小窓を
のぞいてBrix値を確認します。

● 詳細はコチラです。
　・JRA育成馬HP（研究成果）
　　  ⇒ http://www.jra.go.jp/training/

research.html
　・分娩日の推定について　
　　  ⇒ http://www.jra.go.jp/training/pdf/

research_nyuujuu.pdf
　・子馬の管理方法
　　　～初乳による移行抗体と新生子溶血性貧血～
　　  ⇒ http://www.b-t-c.or.jp/btc_p300/

btcn/btcn78/btcn078-04.pdf

  図３：左からpH6.4、7.0、7.6のpH試験試の色調変化（A）
　　　 と検査した乳汁（B）

 図２：左後肢を後踏みさせ、乳汁を採取する

図５：アナログ式糖度計
 　　  ⇒ 小窓をのぞいてBrix値
　　　    を確認します

図４：デジタル式糖度計
　　　  ⇒ 3秒でBrix値が表示
　　　　  されます
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　すべての競馬の物語の最初の１ページは、その
主人公となる馬の誕生から始まります。このため、
馬の出産シーンは希望に満ちています。しかし、
生産現場では、分娩事故によって母馬が死亡した
り、母馬が育子放棄する場面に遭遇することも少
なくありません。その際には乳母を導入するか、
あるいは人工哺乳を実施するか判断しなければな
りません。
　乳母の導入は子馬の健やかな発育のためには非
常に利点が大きい反面、レンタル費用が高額であ
るというデメリットがあります。一方、コストを
抑えられる人工哺乳のみでも子馬を成長させるこ
とができますが、昼夜を問わない頻回授乳のため
の労働負担やヒトに慣れ過ぎるために取扱いが困
難となるデメリットも存在します。このように、
乳母と人工哺乳は一長一短です。JRA日高育成
牧場では、新たな選択肢として、その年に出産し
ていない非分娩馬（空胎馬）を乳母として利用する
方法に成功しましたので、その方法をご紹介しま
す。

るよに与投剤ンモルホのへ馬胎空 ○
泌乳誘発方法

　この方法は、経産空胎馬に対してホルモン剤を
投与することによって泌乳を誘発し、乳母として
導入するというものです。

～ ポイント ～

○ 空胎馬へのホルモン剤投与による泌乳の
誘発方法

① プロジェステロン（72mg, 経口投与）
とエストラジオール（7.1mg, 筋肉注射）
を７日間投与する。なお、処置初日のみ
高濃度のエストラジオール（50mg）を投
与する。

② 処置初日のみプロスタグランディン（PGF
２α : ５mg, 静脈注射）を投与する。

③ スルピリド（ドパミンD２受容体拮抗薬：
１mg/kg, １日２回, 筋肉注射）を７日間
投与する。なお、十分な泌乳量が得られ
ない場合には、導入後も５日間の継続投
与が推奨される。

④ 処置２日目より１日５回の搾乳（搾乳前に
オキシトシン ５IU, 筋肉注射）を実施する。
概ね処置７日目を目安に１日の搾乳量が
５ℓを超えたら、乳母として導入する。

JRAからの生産育成研究成果報告
非分娩馬（空胎馬）を乳母として利用する方法 
～ホルモン剤投与によって空胎馬は乳母となれるか？～

　ホルモン処置前の乳房（左）と処置７日後の乳房（右）
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　ホルモン処置により、経日的に乳房が膨らみ始
めます。また、搾乳を繰り返すことによって、泌
乳量も増加します。ホルモン剤投与開始から概ね
１週間後に、子馬を発育させるために十分な１日
あたり５～10ℓにも及ぶ量の泌乳が可能になり
ます。なお、ホルモン処置による泌乳量は必ずし
も十分ではない可能性があるため、成長を促す目
的で補助的な人工哺乳の併用が推奨されます。

○乳母に孤子を許容させる方法

　ホルモン剤投与により、比較的容易に空胎馬に
泌乳を誘発することは可能でありますが、子馬に
授乳を許容しなければ、生産現場で応用すること
は困難です。温厚な気性で知られている重種や中
間種でさえ、他の母馬の子馬に授乳を許容するこ
とは困難な場合があります。実は、気性の激しい
サラブレッドでは、他の母馬の子馬に授乳を許容
することは非常に困難であるため、乳母としては
適さないと考えられてきました。
　孤子となった子馬は、空腹であれば比較的容易
に乳房に近づき、吸乳を試みようとします。一方、
乳母が孤子に授乳を許容するには時間を要する場
合が多いのが一般的です。乳母と孤児を対面させ
る方法には、「乳母を枠場に収容する」、「乳母に
鼻捻子や鎮静処置を実施する」、「メンソールなど
の刺激臭の軟膏等を乳母の鼻孔周囲あるいは孤
子の顔や尾の周囲に塗布して嗅覚を麻痺させる」、
「乳母自身の糞、尿、母乳などを子馬に塗りこむ」
などがあります。

　このような方法により、乳母によっては対面し
てから12時間以内に子馬を許容する場合もあり
ます。一般的には３日以内には孤子を許容するこ
とが多いようです。そのため、孤子への導入後５
日以上経過しても乳母が孤子を許容しない場合に
は、導入をあきらめるべきであると考えられてい
ます。
　JRA日高育成牧場では、前述したホルモン剤
投与によって泌乳誘発した空胎馬を乳母として孤
子に導入した際に、導入後５日間が経過しても乳
母は孤子を許容しませんでした。そこで、他の親
子と一緒に放牧を実施し、その際に、他の母馬の
威嚇から孤子を守ろうとする本能によって母性
を覚醒させることに成功しました。この方法は、
子馬を守ろうとする牝馬の保護本能（protective 
nature）を利用した方法といえます。同様に乳母
の母性を覚醒させるため、乳母と子馬を収容した
馬房の前に他の馬を連れて来る方法も母性を覚醒
させるのに有効であると考えられます。

○ホルモン処置後の受胎および子馬の発育

　ホルモン処置終了後から卵胞が成長し、１週間
で排卵が認められ、さらに排卵前の交配によって
受胎することも確認しています。また、導入され
た子馬は離乳まで順調に発育しました。

○まとめ

　今回ご紹介した非分娩馬（空胎馬）に泌乳を誘発
して乳母として利用する方法は、高額な乳母のレ
ンタル費用が大幅に軽減できること、牧場の空胎
馬を乳母として利用しながら交配できる点などの
メリットがあります。このため、実際の牧場現場
においても十分応用が可能であると考えられま
す。興味がある方は、日高育成牧場にお問い合わ
せください。

　馬房内に簡易枠場を設置して乳母の移動を制限する
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MEMO



●中山競馬場　4月23日(火) 　●騎乗供覧開始　午前9時

●売却開始　午後1時
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